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１．都市公園整備状況                  

    （平成 28 年 3月末時点） 

管理対象都市公園の数 管理対象都市公園の面積 一人当たり都市公園面積 

94 公園 1,903,206 ㎡ 11.7 ㎡ 

※栃木市の人口 平成28年3月31日現在163,170人 

 

２．計画期間 〔2018（平成 30）年度～2027 年度（10 箇年）〕 

 

３．計画対象公園 

①種別別箇所数 

街区 近隣 地区 総合 運動 広域 風致 動植物 歴史 緩緑 都緑 その他 合計 

75 8 - 1 4 - - - - - 4 2 94 

②選定理由 

  公園緑地課が管轄している都市公園のうち、遊具や四阿等の公園施設が設置されて 

いる公園を対象とした。 

 

 

４．計画対象公園施設 

①対象公園施設数 

園路広場 修景施設 休養施設 遊戯施設 運動施設 教養施設 便益施設 

- 48 85 416 49 7 87 

 

管理施設 災害応急対策施設 その他 合計 

41 - 1 734 

 

②これまでの維持管理状況 

   所管する都市公園のうち供用年度が最も古いのは、第二公園（昭和 28 年）であり、 

  64 年が経過している。また、昭和 40 年～昭和 63 年までに供用開始された公園も 38 

  公園もあり、30 年以上経過している公園が所管する都市公園の２割に達している。 

   これまでの維持管理状況は、日常点検は市のパトロールや指定管理受託者が不定期 

  に実施し、必要な定期点検は専門業者により法令の定める期間で実施している。 

 備考）経過年数、これまでの維持管理状況、施設の劣化の可能性を記述 

③選定理由 

   20 年後には 30年以上経過する公園が、所管の公園の７割にも達し、将来的にも 

  施設の老朽化が急速に進んでいくことが予測されるため、所管の都市公園について、 

予防保全型管理に該当する施設を中心に状況調査を行い、これらの施設の長寿命化 

計画を策定することとした。 

 



 

５．健全度を把握するための点検調査結果の概要 

   平成 28 年 9 月から平成 29年 3 月までの期間に現地調査を実施し、健全度の確認を 

行った。 

 各施設の点検に必要な有資格者の調査者のもと、目視、触診、打診、揺診等により 

劣化、ハザード、塗装状態を下記 4段階で評価し、総合的に判断を行った。 

１） 遊具等 

遊戯施設は、標準使用期間を超える遊具が多く存在し、健全度結果は C ランクが

多い結果となった。この結果には、ハザード判定や塗装の劣化等も含まれている。 

遊戯（416）施設 

    B判定：102施設、C判定：311施設、D判定：3施設 

２） 修景施設、休憩施設、運動施設、教養施設、便益施設、管理施設、その他施設 

国交省の「公園施設長寿命化計画策定指針（案）：国土交通省都市局公園緑地・景観課 

（平成２４年４月）」に則り、健全度調査を実施した。 

修景（48）施設 

    A判定：19施設、B判定：20施設、C判定：7施設、D判定：2施設 

休憩（85）施設 

    A判定：35施設、B判定：44施設、C判定：6施設 

運動（49）施設 

    A判定：15施設、B判定：21施設、C判定：9施設、D判定：4施設 

教養（7）施設 

A判定：4施設、B判定：1施設、D判定：2施設 

便益（87）施設 

           A判定：7施設、B判定：40施設、C判定：40施設 

管理（41）施設 

           A判定：9施設、B判定：13施設、C判定：9施設、D判定：10施設 

その他（1）施設 

           B判定：1施設 

備考）点検調査実施時期・期間、点検調査方法、点検調査結果の概要（公園施設の健全度に

関する全般的状況）を記述 

 

６．日常的な維持管理に関する基本的方針 

   年数回の市職員によるパトロールや専門業者による点検により、異常が発見された 

  ときは、速やかに修繕を行うものとする。 

 

 

備考）公園施設の種類に応じた日常点検や定期点検毎の点検実施体制、点検方法等の基本

的な方針を記述 

 

 



 

７．公園施設の長寿命化のための基本方針 

   予防保全型管理をすることで、縮減効果が期待できる施設は、計画的に補修や修繕 

  を行い、公園施設の長寿命化を図るものとする。 

   更新見込み期間は、処分制限期間採用値の 2倍（20 年未満）、1.5 倍（20年以上 40 

年未満）、1倍（40 年以上）とし、予防保全型管理を行う施設は、事後保全型管理を行 

う施設の 1.2 倍程度の使用見込期間とし、修繕については部材や箇所ごとの耐用年数を 

考慮、修繕サイクル等を設定し、予防保全型の維持管理を行っていく。修繕や塗装でカバー 

できない施設については計画的に更新し、施設の維持管理を実施していく方針とする。 

備考）点検調査により把握した健全度を踏まえた、公園施設長寿命化のための基本的な方

針を記述 

 

８．都市公園別の健全度調査結果、長寿命化に向けた具体的対策、対策内容・時期等 

 ※ 別添「公園施設長寿命化計画調書」（様式１「総括表」、様式２「都市公園別」、様式

３「公園施設種類別現況」）による 

 

９．計画全体の長寿命化対策の実施効果 

   長寿命化対策による単年度あたりのライフサイクルコストの縮減額は、22,054 千円 

  である。 

 

 

 備考）ライフサイクルコストの縮減額等を記述 

 



（様式１）公園施設長寿命化計画調書　（総括表）

設置年度 経過年数
処分制限
期間など

Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ Ｈ３５ Ｈ３６ Ｈ３７ Ｈ３８ Ｈ３９

1 瀬戸河原公園 街区 S40

トイレ、砂場、うん
てい、スプリング
遊具、滑り台、は
んとう棒、四阿

S61
S62
S63

28
29
30

50
15
22

7 128

2 うずま公園 街区 S52
トイレ、公衆電話、
砂場、滑り台、ブ
ランコ

S52 39
50
15

5 3,091 101

3 栃木城址公園 街区 S51
トイレ、四阿、砂
場、うんてい、健
康器具、滑り台

S51 40
41
22
15

7 11,643 66

4 こどもの広場 街区 S55

造形遊具、ジャン
グルジム、回転滑
り台、ブランコ、木
製遊具、複合遊
具、トイレ、四阿

S55 365

40
15
7
41
22

10 24,344 66

5 芝塚山公園 街区 S61

トイレ、四阿、砂
場、スプリング遊
具、ブランコ、回転
滑り台

S61
S62
S63

30

41
22
15
10

6 6,623 66

6 くすのき公園 街区 S62 シェルター、トイレ S62 29
34
24

2 24

7 なかよし公園 街区 S62

トイレ、パーゴラ、
砂場、鉄棒、ジャ
ングルジム、滑り
台、ブランコ、複合
遊具

S62 29

38
27
15
7

8 24

8 いずみ公園 街区 S62 トイレ、四阿 S62 29
38
22

2 142

9 円通寺前公園 街区 H2

四阿、砂場、スプ
リング遊具、滑り
台、ブランコ、トイ
レ

H2 26

22
15
10
41

8 128

10 とちのき公園 街区 H3
パーゴラ、砂場、
ブランコ、複合遊
具、トイレ

H3 25

34
15
7
24

5 18

11 さつき公園 街区 H8 ブランコ、鉄棒、
シェルター、トイレ

H8 20
15
19

4 24

12 ねむのき公園 街区 H10 トイレ、倉庫 H10 18
50
38

2 26

13 げんき公園 街区 H4 トイレ、砂場、複合
遊具

H4 24
50
15
7

3 7,186 589 80

14 けやき公園 街区 H3 トイレ H3 25 50 1 80

15 さくら公園 街区 H3 トイレ、シェルター H3 25
50
34

2 82

16 栃木駅南公園 街区 H10 トイレ H10 18 24 2 26

17 樋ノ口第１公園 街区 H11 ブランコ、鉄棒 H11 17 15 4

18 あさひ公園 街区 H12 トイレ H13 15 17 1 16

19 大森なかよし公園 街区 H13
滑り台、砂場、登
りロープ、スプリン
グ遊具

H13 15
15
10

6 8

20 大森わくわく公園 街区 H13 弓型シーソー、
シェルター

H13 15
15
34

2 8

21
吹上ふれあい公
園

街区 H13
砂場、滑り台、健
康器具、スプリン
グ遊具

H13 15 15 7 8

22 はこのもり東公園 街区 H13 プレイコンビ遊具、
パーゴラ

H13 15
15
34

2 20

年次計画（費用）
単年度あたりの

ライフサイクルコスト
縮減額（千円）

公園名 種別
供用
年度

長寿命化を実施
する公園施設

主な公園施設 長寿命化対
象

公園施設数

1 / 5 



（様式１）公園施設長寿命化計画調書　（総括表）

設置年度 経過年数
処分制限
期間など

Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ Ｈ３５ Ｈ３６ Ｈ３７ Ｈ３８ Ｈ３９

年次計画（費用）
単年度あたりの

ライフサイクルコスト
縮減額（千円）

公園名 種別
供用
年度

長寿命化を実施
する公園施設

主な公園施設 長寿命化対
象

公園施設数

23 のなか東公園 街区 H15 滑り台、スプリング
遊具、トイレ

H15 13
15
10
19

4 16

24 えきまえ公園 街区 H16

プレイハウス、ス
プリング遊具、ス
プリングシーソー、
砂場

H16 12
15
10
34

7 8

25 大町公園 街区 S55
トイレ、藤棚、砂
場、鉄棒、ロッキン
グ遊具、健康器具

S55 36
41
24
5

14 10,394 20

26 へいせい公園 街区 H20 ― - - - 0

27
はこのもり風野公
園

街区 H27

ロッキング遊具、
複合遊具、回転遊
具、スプリング遊
具、健康器具、ブ
ランコ、ブランコ
柵、鉄棒

H27 1
15
10

11

28 熊野公園 街区 S51

トイレ、滑り台、ブ
ランコ、チェーン
ネットクライム、
ホースジャング
ル、築山

H19
S51

9
40

22
15
40

6 1,235 4,507 26

29 稲荷公園 街区 S51

鉄棒、太鼓梯子、
健康器具、ブラン
コ、造形遊具、は
んとう棒、コンク
リートジャングル

H18
S51

10
40

15 8 15,742

30 昭和第１公園 街区 S51 うんてい、滑り台、
ブランコ

S51 40 15 4 3,584

31 昭和第２公園 街区 S53 滑り台、ブランコ
H21
S53

7
38

15 2

32 昭和第３公園 街区 S53 シェルター、滑り
台、ブランコ

S51 40 15 3 2,973 8

33 榎本公園 街区 S54
四阿、砂場、平均
台、ロープスイン
グ、滑り台

S54 37
34
15

5 6,719 1

34 下町公園 街区 S54 ブランコ、ブランコ
柵、滑り台

S54 37 15 3 2,034 496

35 伯仲公園 街区 S55

トイレ、パーゴラ、
砂場、鉄棒、ロー
プスイング、滑り
台、はんとう棒

S55 56
22
34
15

7 4,778 4

36 磯山公園 街区 S56

トイレ。鉄棒、ち
びっこハウス、
ロープスイング、
ブランコ、ジャング
ルジム、複合遊
具、円形ラダー

S56 35
24
15

9 26

37 庚塚公園 街区 S56 ブランコ、ブランコ
柵、滑り台

S56 35 15 5

38 下町第２公園 街区 S57
砂場、鉄棒、ロー
プスイング、滑り
台

S57 34 15 4

39 上町公園 街区 S58
パーゴラ、砂場、
ちびっこハウス、
滑り台、ブランコ

S58 33
34
15

5 2

40
磯山桜づつみふ
れあい公園

街区 H9 四阿、トイレ H9 19
50
27

2 46

41 祇園公園 街区 H6
鉄棒、スプリング
遊具、滑り台、ブ
ランコ、四阿

H19
H6

9
22

15
10
47

6 8

42 南台公園 街区 H9
ブランコ、ブランコ
柵、滑り台、鉄棒、
砂場

H9 19 15 5

43 南台第２公園 街区 H9 ブランコ、ブランコ
柵、滑り台

H17 11 15 3

44 みずほ公園 街区 H11

ブランコ、ブランコ
柵、滑り台、健康
器具、砂場、四
阿、トイレ

H11 17
15
24
50

11 128

2 / 5 



（様式１）公園施設長寿命化計画調書　（総括表）

設置年度 経過年数
処分制限
期間など

Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ Ｈ３５ Ｈ３６ Ｈ３７ Ｈ３８ Ｈ３９

年次計画（費用）
単年度あたりの

ライフサイクルコスト
縮減額（千円）

公園名 種別
供用
年度

長寿命化を実施
する公園施設

主な公園施設 長寿命化対
象

公園施設数

45 上祇園公園 街区 H17
ブランコ、ブランコ
柵、複合遊具、健
康器具

H17 11
15
22

4 3

46 上牛久公園 街区 H18
ブランコ、ブランコ
柵、複合遊具、健
康器具

H18
S54

10
37

15 5

47 下皆川公園 街区 H24

複合遊具、ブラン
コ、ブランコ柵、健
康器具、ロッキン
グ遊具、防球ネッ
ト、バックネット、ト
イレ

H22 6
15
10
19

11 16

48 富田城の内公園 街区 H24 複合遊具、ブラン
コ、ブランコ柵

H23 5 15 3

49 富田星の宮公園 街区 H24 複合遊具、ブラン
コ、ブランコ柵

H23 5 15 3

50 新公園 街区 H24

複合遊具、ブラン
コ、ブランコ柵、
ロッキング遊具、
シェルター

H24 4
15
10
27

7 8

51
富田大平下駅公
園

街区 S60
滑り台、ブランコ、
ブランコ柵、鉄棒、
砂場

S60 31 15 5

52 松葉児童公園 街区 S51

トイレ、パーゴラ、
砂場、プレイ
ウォール、築山、
回転ジャングル、
迷路遊台、ブラン
コ

S51 40

50
34
15
40

8 2,034 23

53 新町児童公園 街区 S53

トイレ、パーゴラ、
滑り台、シーソー、
プレイウォール、
滑り台、ブランコ、
メリーゴーラウン
ド、ブランコ

S53 38
22
34
15

9 11,361 4

54 上町児童公園 街区 S55

トイレ、パーゴラ、
砂場、鉄棒、造形
遊具、ブランコ、ダ
イヤモンドジャング
ル

S55 36

22
34
15
40

7 2,989 4

55 大崎児童公園 街区 S57

トイレ、パーゴラ、
テントシェルター、
砂場、鉄棒、滑り
台、ブランコ

S57 34

47
34
27
15

10 82

56 富吉児童公園 街区 S57

トイレ、パーゴラ、
砂場、造形遊具、
スプリング遊具、
鉄棒、ボール付ク
ライムネット、ブラ
ンコ

S57 34

15
34
40
10

8 4

57 都賀児童公園 街区 S60

トイレ、パーゴラ、
砂場、シーソー、
スプリング遊具、
モンキーブリッジ、
ブランコ

S60 31

22
34
15
10
7

8 4

58 荒立児童公園 街区 S62

シェルター、パー
ゴラ、砂場、ブラン
コ、サーキュラー
キャッスル、四阿、
トイレ

S62 29

34
7
15
22
24

7 92

59 江川児童公園 街区 S62

トイレ、テントシェ
ルター、パーゴラ、
砂場、スプリング
遊具、ブランコ、複
合遊具

S62 29

22
34
15
10

7 939 528 4

60 底谷児童公園 街区 S62
トイレ、パーゴラ、
砂場、飛行機ジ
ム、ブランコ

S62 29
22
34
15

5 4

61 新町西児童公園 街区 H4 トイレ、ブランコ、
複合遊具

H4 24
50
15

3 21

62 西前原児童公園 街区 H4

トイレ、パーゴラ、
砂場、スプリング
遊具、滑り台、
ジャングルジム、
ブランコ

H4 24

22
34
15
10

8 4

63
大田和ふれあい
公園

街区 H4

パーゴラ、砂場、
スプリング遊具、
滑り台、ジャング
ルジム、ブランコ

H4 24
34
15
10

7 2

64
蛭沼ふれあい公
園

街区 H4

トイレ、パーゴラ、
スプリング遊具、
滑り台、ジャング
ルジム、ブランコ

H4 24
15
34
10

7 4

65
都賀ふれあい公
園

街区 H5

トイレ、藤棚、砂
場、スプリング遊
具、滑り台、ジャン
グルジム、ブラン
コ

H5 23
15
47
10

8 4

66
新波ふれあい公
園

街区 H6

トイレ、藤棚、砂
場、滑り台、ジャン
グルジム、ブラン
コ、スプリング遊
具

H6 22
24
37
15

8 18
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（様式１）公園施設長寿命化計画調書　（総括表）

設置年度 経過年数
処分制限
期間など

Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ Ｈ３５ Ｈ３６ Ｈ３７ Ｈ３８ Ｈ３９

年次計画（費用）
単年度あたりの

ライフサイクルコスト
縮減額（千円）

公園名 種別
供用
年度

長寿命化を実施
する公園施設

主な公園施設 長寿命化対
象

公園施設数

67
部屋ふれあい公
園

街区 H7

ブランコ、滑り台、
ジャングルジム、
スプリング遊具、
砂場、ブランコ、
パーゴラ、トイレ

H7 21
15
10
22

9 19

68
太田ふれあい公
園

街区 H9

ブランコ、滑り台、
スプリング遊具、
砂場、パーゴラ、ト
イレ

H9 19
15
10
22

7 19

69 家中駅西公園 街区 S60
ブランコ、ブランコ
柵、滑り台、砂場、
パーゴラ

S60
H11

31
17

15
34

6 5,298 2

70
合戦場ちびっこ広
場

街区 H7 複合遊具、砂場 H7 21 15 2

71 合戦場駅東公園 街区 H17 ブランコ、ブランコ
柵、滑り台、砂場

H17 11 15 4

72 升塚中央公園 街区 H17

ブランコ、ブランコ
柵、滑り台、ジャン
グルジム、うんて
い、造形遊具、砂
場

H17 11
15
40

8

73 小山公園 街区 S52

トイレ、パーゴラ、
スプリング遊具、
複合遊具、シェル
ター

S52
H11
H24

39
17
4

15
34
10

6 12

74 中久保第一公園 街区 H19
複合遊具、スプリ
ング遊具、四阿、
トイレ

H19 4
15
40

6 88

75 中久保第二公園 街区 H19 四阿、トイレ H19 4 50 2 88

76
中根産業団地公
園

街区 H25 - - - - 0

77 第二公園 近隣 S28

四阿、砂場、スプ
リング遊具、滑り
台、複合遊具、ト
イレ、鳥小屋、
パーゴラ

H5 23

22
15
10
7
50
34
38

8 199

78 錦着山公園 近隣 S42

四阿、トイレ、パー
ゴラ、砂場、造形
遊具、滑り台、ブ
ランコ、トイレ、
パーゴラ、社務所

S42 49

22
50
34
15
40
47
24

21 2,061 228

79 箱森北公園 近隣 H14 複合遊具、パーゴ
ラ、トイレ

H14 14
15
34
27

3 96

80 四季の森公園 近隣 H15

ブランコ、ブランコ
柵、複合遊具、鉄
棒、パネル遊具、
学習施設

H15 13
15
24

6 188

81 中央公園 近隣 H18 バックネット、防球
ネット

H18 10 15 2

82
ふるさとセンター
パーク

近隣 H5

トイレ、ふるさとセ
ンター、トイレ、物
置、調理作業所、
観音堂

H5 23
22
24

6 1,333

83 ファミリーパーク 近隣 H5

四阿、消防車カー
ポート、スプリング
遊具、平均台、忍
者渡り、砂場、滑
り台、丸太登り、
ネット登り、ロープ
渡り、ブランコ、
ロープウェイ、ザイ
ルクライミング、プ
レイネット、複合遊
具、トイレ、ファミ
リーパークプラ
ザ、物置、バーベ
キュー場洗場、倉
庫、薬師堂

H5 23

34
10
7
15
24
50
17

30 40,469 1,338

84 西方総合公園 総合 S58

トイレ、倉庫、シェ
ルター、うんてい、
アスレチック遊具、
滑り台、山脈ネッ
ト、タイヤロープ
ウェイ、障害者用
小型複合遊具、複
合遊具、スポーツ
管理棟、公園管理
棟、トイレ、四阿、
展望台、パーゴ
ラ、弓道場、弓道
場倉庫、水神社

S58
H13
S63
H7

33
28
15
21

50
34
41
15
47
24

26 50,320 13,125 503 1,179
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（様式１）公園施設長寿命化計画調書　（総括表）

設置年度 経過年数
処分制限
期間など

Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ Ｈ３５ Ｈ３６ Ｈ３７ Ｈ３８ Ｈ３９

年次計画（費用）
単年度あたりの

ライフサイクルコスト
縮減額（千円）

公園名 種別
供用
年度

長寿命化を実施
する公園施設

主な公園施設 長寿命化対
象

公園施設数

85
栃木市総合運動
公園

運動 S54

バスケットゴール、
守衛室、砂場、鉄
棒、ブランコ、ター
ザンロープ、複合
遊具、体育館、観
戦スタンド、バック
スクリーン、ダック
アウト、クラブハウ
ス、休憩所、陸上
競技場、プール管
理棟、弓道場、緑
の家、トイレ、管理
事務所、四阿、更
衣室、広場ダック
アウト、軟式野球
場バックネット裏

S54
H23
S58
S60
S63
H3
H4
H6
H5

37
5
33
31
28
25
24
22
23

34
15
47
50
19
24

31 60,000 158,010 202,960 169,652 96,610 121,409 32,426 10,565

86 大平運動公園 運動 H4

バスケットゴール、
四阿、シェルター、
パーゴラ、多目的
運動場器具庫、テ
ニスコート女子更
衣室、ポンプ室、
健康器具、アスレ
チック遊具、ロッキ
ング遊具、複合悠
具、さくら球場メイ
ンスタンド、さくら
球場ダックアウト、
多目的広場ダック
アウト、管理棟、ト
イレ、倉庫

H4
H10
H11
H22
H7
H9
H23

24
18
17
6
21
19
5

15
47
34
50
7
10
45
31

34 15,096 1,159

87
藤岡渡良瀬運動
公園

運動 H8

バックネット、バス
ケットゴール、藤
棚、シェルター、四
阿、トイレ、管理
棟、プロパン庫、
砂場、スプリング
遊具、アスレチック
遊具、滑り台、ブ
ランコ、スポーツ
ふれあいセン
ター、管理事務
所、倉庫

H8
H1
H9

20
27
19

15
34
47
22
24
41
10
7
38
50
31

39 10,014 50,940 966

88
岩舟総合運動公
園

運動 H19
審判席、パーゴ
ラ、トイレ、倉庫、
ダックアウト、四阿

H19 9
34
47
19

9 402

89 太平山風致公園 特殊 S48 四阿、トイレ S48 43
24
50

6 448

90
栃木市都賀聖地
公園

特殊 H5

健康器具、藤棚、
トイレ、体験交流
館、野外劇場、仏
閣本堂、トイレ、倉
庫、四阿

H26
H5
H19
H26
H7
H11

2
23
9
21
17
23

15
47
24
38
22

16 10,034 1,253

91 永野川緑地公園
都市
緑地

H11

四阿、パーゴラ、
シェルター、鉄棒、
シーソー、健康器
具、スプリング遊
具、ブランコ、ブラ
ンコ柵、複合遊
具、トイレ、パーク
センター

H11 17

22
34
47
15
10
24
45

28 10,054 601

92 惣社第１公園
都市
緑地

H13 シェルター、トイレ H13 15
34
50

2 88

93 惣社第２公園
都市
緑地

H13 - - - - 0

94
部屋南部桜づつ
み公園

都市
緑地

H18 四阿 H18 10 24 1 48

60,000 208,330 217,618 169,652 40,469 64,946 99,147 121,409 98,100 93,099 22,054

公園箇所数計 94 箇所 概算費用合計： （千円）1,172,770
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（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 瀬戸河原公園 供用年： S40 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H48 年度

H40 年度

H40 年度

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低 予防柱部分の経過観察は必要だが、全体的には良好な状態。H28木造 S62

遊戯施設 はんとう棒 スチール製 1基

休憩施設 四阿 木造 1棟

スチール S63 28 年

29 年 22 年

10 年

15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

【Ｃ】スプリング部・上物部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。遊戯施設 スチール

遊戯施設 滑り台 ― H40 年度予防H28スチール S63 28 年
【Ｃ】出発部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】
階段・踊場柵・滑面出発部に有害な隙間あり。基礎露出。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

スプリング
遊具

スチール 1基 S63 28 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 うんてい スチール 1基 スチール S63
軽微な劣化あり。【ハザード３否】懸垂はしご間に有害な隙間あり。基
礎露出。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

便益施設 トイレ RC造 S61

S63 28 年

H28 状態は良好。雨どいの枯葉除去等のメンテナンスは必要。RC造(大) 1棟

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】砂、清掃が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

28 年 15 年 H28 中 予防

管理施設 照明灯 スチール製 6基

30 年 50 年

― S63 28 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S62 29 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

修景施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

噴水 滝型 1箇所

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H68 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： うずま公園 供用年： S52 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

A

健全度 更新

C 561          

健全度 更新

C 2,034       

健全度 更新

C 496          

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             3,091       -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H38 年度

H59 年度

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H38 年度

概算費用合計（千円）： 3,091                         

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 ブランコ 2連 1基 スチール S52 39 年

15 年

15 年 H28 【Ｃ】吊り部材、補修が適当。【ハザード３否】基礎露出。

【Ｃ】砂場枠、補修が適当。遊戯施設 コンクリート

遊戯施設 滑り台 ― H38 年度予防H28スチール S52 39 年
軽微な劣化あり。【ハザード３否】階段部・柵・滑面出発部に有害な隙
間あり。基礎露出。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

砂場 コンクリート 1基 S52 39 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

管理施設 公衆電話 RC造 1基 RC造 S52 全体的に良好な状態。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

便益施設 トイレ RC造(大) 1棟 RC造

修景施設 噴水池 ― S52

S52 39 年

H28― 1箇所

H59 年度50 年 H28 全体的に良好。大便器入り口扉の破損が見られる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

39 年 50 年 H28 低 予防

【Ｃ】支柱部、補修が適当。

便益施設 時計塔 スチール製 1基

39 年 15 年

スチール S52 39 年 18 年

中 事後

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S52 39 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

照明灯 スチール製 9基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 栃木城址公園 供用年： S53 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度 更新

C 6,623       

健全度

B

健全度 更新

C 561          

健全度 更新

C 611          

健全度 更新

C 907          

健全度 更新

C 907          

健全度 更新

C 2,034       

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             11,643      -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H40 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

引込柱 スチール製 2基

管理施設 照明灯 スチール製 2基

40 年 15 年

スチール S51 40 年 18 年

低 事後

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S51 40 年 18 年 軽微な劣化あり。

H38 年度41 年 H28 大便器に破損が見られる。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

40 年 22 年 H28 低 予防休憩施設 四阿 木造 1基 木造 S51
全体的に良好な状態。劣化が進んでいる箇所は経過観察をし、塗装
等の維持管理を行っていくことが望ましい。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

便益施設 トイレ CB造 1基 CB造

修景施設 噴水 ― S51

S51 40 年

H28
吹上型(小

型)
1箇所

H38 年度予防H28スチール S51 40 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

砂場 コンクリート 1基 S51 40 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具 スチール製 1基

遊戯施設 健康器具 スチール製 1基

スチール S51 40 年

40 年 15 年

15 年

15 年 H28 【Ｃ】座板・背板、補修が適当。

【Ｃ】砂場枠劣化・砂汚れ、改修が適当。遊戯施設 コンクリート

遊戯施設 うんてい スチール

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防軽微な劣化あり。

40 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

15 年 H28
【Ｃ】登行部・出発部・滑降部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。
【ハザード３否】階段・滑面出発部に有害な隙間あり。【再塗装が必
要】

中 予防

スチール S51

遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール S51 H38 年度

概算費用合計（千円）： 11,643                       

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H38 年度

H38 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H40 年度

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H38 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： こどもの広場 供用年： S55 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度 更新

C 6,068       

健全度 更新

C 939          

健全度 更新

C 6,273       

健全度 更新

C 3,878       

健全度 更新

C 7,186       

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             24,344      

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H50 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H50 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

造形遊具 コンクリート 1基

管理施設 照明灯 スチール製 2基

36 年 40 年

コンクリート S55 36 年 40 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S55 36 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。【再塗装が必要】

H40 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

36 年 15 年 H28 中 予防

【Ｃ】本体部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】
基礎露出（全面）。

遊戯施設 回転滑り台 2方向 1基 スチール S55
【Ｃ】登行部・出発部・支柱部・滑降部（両面）劣化、全体に老朽化のた
め撤去が適当。【ハザード３否】階段・柵・滑面出発部（両面）に有害な
隙間あり。基礎露出。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ジャングル
ジム

スチール 1基 スチール

遊戯施設 造形遊具 コンクリート S55

S55 36 年

H28 【Ｃ】本体部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。コンクリート 1基

H39 年度予防H28木 S55 36 年 【Ｃ】支柱部・床部・継手金具劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ブランコ 4連 1基 S55 36 年 H28

中7 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 木製遊具
登り面（木

製）
1基

遊戯施設 複合遊具
小型（木

製）
1基

木 S55 36 年

36 年 7 年

15 年

7 年 H28
【Ｃ】支柱部・手すり・柵部・床部・登行部劣化、全体に老朽化のため撤
去が適当。【ハザード３否】登行部間に有害な隙間あり。

【Ｃ】支柱部・吊り金具・着座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適
当。

遊戯施設 スチール

遊戯施設 木製遊具
トンネル（木

製）

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防
【Ｃ】支柱部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】
踊場柵・ワイド滑面出発部に有害な隙間あり。

休憩施設 四阿 木造 1基

36 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

41 年 H28
建物躯体は良好な状態ではあるが、非水洗トイレのため汚れの付着
等、衛生面の懸念がある。

低 予防

木 S55

便益施設 トイレ CB造 1棟 CB造 S55

H28
屋根表面は、屋根材の葺き替えをし綺麗な状態を保っているが、屋根
野地板の腐食が進んでいる。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低 予防木造 S55 36 年 22 年 H40 年度

H51 年度

概算費用合計（千円）： 24,344                       

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H39 年度

H39 年度

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H39 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H39 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 芝塚山公園 供用年： S61 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度 更新

C        6,623

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             6,623       -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H47 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H35 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ CB造 1基

管理施設 照明灯 スチール製 2基

30 年 22 年

CB造 S61 30 年 41 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S61 30 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

30 年 10 年 H28 中 予防

全体的に良好な状態。トイレの水洗化によりリニューアルされている。

遊戯施設
スプリング
遊具

シマウマ
（FRP）

1基 スチール S61
【Ｃ】スプリング部・上物部・台座部劣化、全体に老朽化のため撤去が
適当。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

休憩施設 四阿 木造 S61

S61 30 年

H28 柱部分の経過観察は必要だが、全体的には良好な状態。木造 1基

H40 年度予防H28スチール S61 30 年
【Ｃ】出発部・支柱部・滑降部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当
（砂場枠はモルタル処理）。【ハザード３否】階段・ステー部に有害な隙
間あり。【再塗装が必要】

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ブランコ 2連 1基 S61 30 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

15 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。【再塗装が必要】遊戯施設 スチール

遊戯施設 回転滑り台 ―

概算費用合計（千円）： 6,623                         

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： くすのき公園 供用年： S62 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ
金属パネル

造(小)
1棟 金属パネル造

休憩施設 シェルター スチール S62

S62 29 年

H28 全体的には綺麗な状態であるが、屋根端部の破損が見られる。スチール 2基

H48 年度22 年 H28
外観等全体的に良好な状態。
細部（女子便器等）に破損箇所等（応急処置済み）が見られる。

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。軽微な劣化あり。

管理施設 照明灯 スチール製 1基

29 年 34 年

スチール S62 29 年 18 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S62 29 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H45 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

引込柱 スチール製 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H45 年度

H60 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： なかよし公園 供用年： S62 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H40 年度

H40 年度

H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防
【Ｃ】支柱部（踊場部）・床部（踊場部）・ロープ登り部劣化、全体に老朽
化のため撤去が適当。【ハザード３否】階段・踊場柵に有害な隙間あ
り。基礎露出。

H28木 S62

遊戯施設 ブランコ 4連 1基

遊戯施設 複合遊具
小型　ロー
プ登り（木

製）
1基

スチール S62 29 年

29 年 7 年

15 年

15 年 H28 【Ｃ】吊り金具・着座部、補修が適当。【ハザード３否】基礎露出。

【Ｃ】接合部、補修が適当。【ハザード３否】基礎露出（全面）。遊戯施設 スチール

遊戯施設 滑り台 2方向 H40 年度予防H28スチール S62 29 年
【Ｃ】出発部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】
階段・滑面出発部に有害な隙間あり。【再塗装が必要】

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ジャングル
ジム

スチール 1基 S62 29 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 鉄棒 3間 1基 スチール S62 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

修景施設 パーゴラ アルミ S62

S62 29 年

H28 全体的に良好な状態。アルミ 1基

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

29 年 15 年 H28 中 予防

全体的には良好ではあるが、部分的に劣化がみられるなど、メンテナ
ンスを要す。

管理施設 照明灯 スチール製 2基

29 年 27 年

S造 S62 29 年 38 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S62 29 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H77 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ
金属パネル

造(小)
1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H45 年度

H58 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： いずみ公園 供用年： S62 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設 四阿 木造 S62 H28 柱部分の経過観察は必要だが、全体的には良好な状態。木造 1棟
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

全体的には良好であるが、部分的に劣化や損傷が見られる。また、
男子、女子トイレのサインがないため、利用者がとまどう光景が見ら
れた。

管理施設 照明灯 スチール製 5基

29 年 22 年

S造 S62 29 年 38 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S62 29 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H77 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ
金属パネル

造(大)
1棟

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H48 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 円通寺前公園 供用年： H2 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H40 年度

H40 年度

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H40 年度

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

H72 年度

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

26 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

50 年 H28
全体的には良好な状態である。
正面パーテーションの汚れ等が目立ちつつある。

低 予防

スチール H2

便益施設 トイレ RC造(大) 1棟 RC造 H2

遊戯施設 滑り台 ローラー 1基

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

スチール H2 26 年

26 年 15 年

10 年

15 年 H28
【Ｃ】滑降部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】
滑面出発部に有害な隙間あり。【再塗装が必要】

【Ｃ】上物部・台座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。遊戯施設 スチール

遊戯施設
スプリング
遊具

シマウマ
（スチール）

H40 年度予防H28スチール H2 26 年 【Ｃ】上物部・台座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

スプリング
遊具

ウマ・茶（ス
チール）

1基 H2 26 年 H28

中10 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

ウマ・白（ス
チール）

1基 スチール H2 【Ｃ】上物部・台座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

休憩施設 四阿 木造 H2

H2 26 年

H28
屋根基礎材（野地板等）の状況は良いが、屋根葺き材の劣化や付着
物が多い状態。

木造 1基

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

26 年 10 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。

管理施設 照明灯 スチール製 3基

26 年 22 年

スチール H2 26 年 18 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H2 26 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H48 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

引込柱 スチール製 1基

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H41 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： とちのき公園 供用年： H3 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

7 年
【Ｃ】本体：梁部・床部／雲梯部／タイヤブランコ部劣化、全体に老朽
化のため撤去が適当。【ハザード３否】階段・各部踊場柵・滑面出発部
に有害な隙間あり。落下高さが3,000mm以上あり危険。

遊戯施設 木

便益施設 トイレ
金属パネル

造(小)
H52 年度予防H28金属パネル造 H3 25 年

全体としては良好な状態。
屋根面の錆が進行しつつあるので、塗装等のメンテナンスが必要。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1棟

複合遊具
小型（木

製）
1基 H3 25 年 H28

低22 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 ブランコ 2連 1基 スチール H3 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

修景施設 パーゴラ S造 H3

H3 25 年

H28
全体的には状態は良いが、部分的に錆がみられるため、錆とり、塗装
のメンテナンスが必要。

S造 1基

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

25 年 15 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。

管理施設 照明灯 スチール製 3基

25 年 34 年

スチール H3 25 年 18 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H3 25 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H49 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

引込柱 スチール製 1基

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H49 年度

H74 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： さつき公園 供用年： H7 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H44 年度

H54 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H44 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

鉄棒 3間 1基

遊戯施設 ブランコ 1連 1基

20 年 18 年

ステンレス H8 20 年 15 年

低 事後

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

予防H8 20 年 15 年
【Ｃ】梁部、残置金具の除去が適当。着座部、補修が適当。【ハザード
３否】基礎露出。

H79 年度34 年 H28 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

20 年 22 年 H28 低 予防

軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

便益施設 トイレ
金属パネル

造(小)
1基 金属パネル造 H8 外壁に凹み等がみられるなど、劣化が進んでいる。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

休憩施設 シェルター スチール 1基 スチール

管理施設 照明灯 スチール H8

H8 20 年

H28スチール製 3基

概算費用合計（千円）： -                              

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H57 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： ねむのき公園 供用年： H10 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

管理施設 照明灯 スチール H10 H28スチール製 1基 劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施する。全体的に健全な状況であるが、躯体の劣化が進んでいる。

便益施設 トイレ RC造(小) 1基

18 年 18 年

RC造 H10 18 年 38 年

低 事後

主要部材 管理類型
設置
年度

RC造

低

予防H10 18 年 50 年 全体的に健全な状況であるが、躯体の劣化が進んでいる。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H88 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

倉庫 RC造 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H80 年度

H56 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： げんき公園 供用年： H4 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度 更新 修繕

D        7,186 589          

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             7,186       -             -             -             -             -             -             589          

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H32 年度

概算費用合計（千円）： 7,775                         

遊戯施設 複合遊具
小型（木

製）
1基 木 H4

<タイヤブランコ部使用禁止>　【Ｄ】タイヤブランコ部、【Ｃ】各部にあり
（点検表参照）、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】各
部に有害な隙間あり。動線交差あり（タイヤブランコ部）。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

便益施設 トイレ RC造 H4

H4 24 年

H28
躯体は問題なく使用可能であるが、内部施設（扉、床タイル等）の破
損がみられ、補修が必要。

RC造(大) 1棟

H50 年度15 年 H28 【Ｃ】砂場枠・砂劣化、改修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

24 年 7 年 H28 高 予防

軽微な劣化あり。

管理施設
照明灯(多
灯型)

スチール製 3基

24 年 50 年

スチール H4 24 年 18 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H4 24 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H50 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

引込柱 スチール製 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H50 年度

H64 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： けやき公園 供用年： H3 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ RC造 H3 H28 全体的に躯体は問題ないが、屋根材の劣化、破損がみられる。RC造(大) 1棟
配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。軽微な劣化あり。

管理施設
照明灯(多
灯型)

スチール製 2基

25 年 50 年

スチール H3 25 年 18 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H3 25 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H49 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

引込柱 スチール製 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H49 年度

H63 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： さくら公園 供用年： H3 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

修景施設 パーゴラ S造 1基 スチール

便益施設 トイレ RC造 H3

H3 25 年

H28 建物開口部を中心にクラックが見られる。RC造(大) 1棟

H74 年度34 年 H28
全体的には状態は良いが、部分的に錆がみられるため、錆とり、塗装
のメンテナンスが必要。

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。軽微な劣化あり。

管理施設 照明灯 スチール製 6基

25 年 50 年

スチール H3 25 年 18 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H3 25 年 18 年 【Ｃ】支柱部・照明部、補修が適当。【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H49 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

引込柱 スチール製 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H73 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 栃木駅南公園 供用年： H10 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

中

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

便益施設 トイレ 木造(小) 1基

スチール H10 18 年 18 年

主要部材 管理類型
設置
年度

木造

低

予防H10 18 年 24 年
機能的な問題は無いが、外壁の劣化が見られるなど経過観察が必
要。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H56 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

照明灯 スチール製 3基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H53 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 樋ノ口第１公園 供用年： H11 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H57 年度

概算費用合計（千円）： -                              

管理施設 照明灯 スチール製 1基 スチール H11
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 鉄棒 2間 1基 スチール

遊戯施設 鉄棒 スチール H11

H11 17 年

H28 軽微な劣化あり。1間 1基

H47 年度15 年 H28 【Ｃ】継手金具、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

17 年 18 年 H28 低 事後

【Ｃ】握り棒部、老朽化のため撤去が適当。

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

17 年 15 年

スチール H11 17 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

予防H11 17 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H47 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

鉄棒 中2間 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H57 年度

H47 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： あさひ公園 供用年： H12 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

A

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

全体的に健全な状況であるが、部分的に劣化等が進んでいる。

管理施設 照明灯 スチール製 4基

金属パネル造 H13 15 年 22 年

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H10 18 年 18 年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H62 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ
金属パネル

造(小)
1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H56 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 大森なかよし公園 供用年： H13 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H47 年度

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H59 年度

概算費用合計（千円）： -                              

18 年管理施設 スチール

休憩施設 シェルター スチール H84 年度予防H28スチール H13 15 年

事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

低

1基

照明灯 スチール製 3基 H13 15 年 H28

低34 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設
スプリング
遊具

オートバイ
（スチール、

樹脂）
1基 樹脂、スチール H13 軽微な劣化あり。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

かめ（ス
チール、樹

脂）
1基 樹脂、スチール

遊戯施設 登りロープ
スチール、繊維

ロープ
H13

H13 15 年

H28 軽微な劣化あり。
3組　スチー

ル、繊維
ロープ

1基

H40 年度10 年 H28 【Ｃ】スプリング部、メーカー補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

15 年 10 年 H28 低 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設 滑り台 ― 1基

15 年 15 年

コンクリート H13 15 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H13 15 年 15 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】滑面出発部に有害な隙間あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H59 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂場 コンクリート 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H49 年度

H59 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 大森わくわく公園 供用年： H13 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設 シェルター スチール H13 H28スチール 1基 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

遊戯施設
弓形シー
ソー

スチール 1基

15 年 34 年

スチール H13 15 年 18 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H13 15 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H59 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

照明灯(多
灯型)

スチール製 4基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H49 年度

H84 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 吹上ふれあい公園 供用年： H13 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H84 年度

H40 年度

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設 シェルター スチール 1基 スチール H13 15 年

10 年

34 年 H28

【Ｃ】スプリング部、メーカー補修が適当。遊戯施設 樹脂、スチール

管理施設 照明灯 スチール製 H59 年度事後H28スチール H13 15 年

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

3基

スプリング
遊具

こぞう（ス
チール、樹

脂）
1基 H13 15 年 H28

低18 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

遊戯施設
スプリング
遊具

うさぎ（ス
チール、樹

脂）
1基 樹脂、スチール H13 【Ｃ】スプリング部、メーカー補修が適当。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具
スイスイ屈
伸（スチー

ル）
1基 スチール

遊戯施設 健康器具 スチール H13

H13 15 年

H28 【Ｃ】座部、補修が適当。
ツイスト（ス

チール）
1基

H49 年度15 年 H28 【Ｃ】バー（可動部含む）劣化、更新が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

15 年 10 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設 砂場 樹脂 1基

15 年 15 年

ステンレス H13 15 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

樹脂

低

予防H13 15 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H59 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

滑り台 ― 1基

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H59 年度

H49 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： はこのもり東公園 供用年： H13 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

A

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

修景施設 パーゴラ 木造 H13 H28
全体的には状態は良いが、劣化が進みつつあり、今後腐朽等の進行
について経過観察を要する。

木造 1基
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

遊戯施設
プレイコンビ
遊具

スチール 1基

7 年 7 年

スチール H13 18 年 18 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H13 15 年 15 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】階段部に有害な隙間あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H59 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

照明灯 スチール製 4基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H49 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： のなか東公園 供用年： H15 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

A

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H64 年度

概算費用合計（千円）： -                              

便益施設 トイレ
金属パネル

造(小)
1基 金属パネル造 H15

全体的には健全な状態ではあるが、部分的な劣化が見られるなど、
経過観察が必要。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

管理施設 照明灯 スチール製 2基 スチール

遊戯施設
スプリング
遊具

FRP H15

H15 13 年

H28 軽微な劣化あり。
イルカ
（FRP）

1基

H61 年度18 年 H28 低 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

13 年 22 年 H28 低 予防

【Ｃ】上物部、メーカー補修が適当。

遊戯施設 滑り台
ペンギン
（FRP）

1基

13 年 10 年

FRP H15 13 年 10 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

FRP

中

予防H15 13 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリング
遊具

リス（FRP） 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H51 年度

H49 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： えきまえ公園 供用年： H16 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H87 年度

H40 年度

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H62 年度

概算費用合計（千円）： -                              

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設 シェルター スチール 1基 スチール H16 12 年

15 年

34 年 H28

遊戯施設 コンクリート擬木

管理施設 照明灯 スチール製 H62 年度事後H28スチール H16 12 年

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

低

6基

砂場
コンクリート

擬木
1基 H16 12 年 H28

低18 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

遊戯施設
スプリング
シーソー

FRP 1基 FRP H16 【Ｃ】支点部劣化、更新が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

ゾウ（FRP） 1基 FRP

遊戯施設
スプリング
遊具

FRP H16

H16 12 年

H28 軽微な劣化あり。
コアラ
（FRP）

1基

H40 年度10 年 H28 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

12 年 10 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設
プレイハウ
ス

樹脂製機
関車・車掌

車
1基

12 年 15 年

FRP H16 12 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

樹脂

低

予防H16 12 年 15 年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H62 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリング
遊具

パンダ
（FRP）

1基

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H52 年度

H62 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 大町公園 供用年： S55 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度 更新

C 561          

健全度

B

健全度 更新

C 1,200       

健全度

B

健全度 更新

C 907          

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度 更新

C 907          

健全度 更新

C 2,034       

健全度 更新

C 496          

健全度 更新

C 4,289       

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             10,394      

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H51 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

引込柱 スチール製 1基

管理施設 照明灯 スチール製 3基

36 年 41 年

スチール S55 36 年 18 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S55 36 年 18 年 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

H63 年度34 年 H28 天井棚部分を中心に腐食が進んでいる。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

36 年 15 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート S55 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

修景施設 藤棚 スチール 1基 スチール

便益施設 トイレ CB造 S55

S55 36 年

H28
建物躯体的にはほぼ健全な状態であるが、排水関係の異常がみら
れるため、メンテナンスが必要。

CB造 1基

H39 年度予防H28FRP・スチール S55 36 年 【Ｃ】上物部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

低

1基

鉄棒 3間 1基 S55 36 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具
足つぼマッ
サージ（ア

ルミ）
1基

遊戯施設 健康器具
かいきゃく
（スチール）

1基

アルミ S55 36 年

36 年 15 年

15 年

15 年 H28 軽微な劣化あり。

軽微な劣化あり。遊戯施設 スチール

遊戯施設
ロッキング
遊具

ラクダン
（FRP）

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防軽微な劣化あり。

遊戯施設 健康器具
せんくつ（ス

チール）
1基 スチール

遊戯施設 健康器具
けんすい

（スチール）
1基

36 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防

スチール S55

遊戯施設 健康器具
リズムス
テップ（ス
チール）

1基 スチール S55

1基 スチール S55

H40 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H28 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。低 予防スチール S55 36 年 15 年

S55 36 年

H40 年度

H28

H40 年度

軽微な劣化あり。 中

H39 年度予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

予防 H39 年度
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

【Ｃ】出発部・滑降部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザー
ド３否】階段・踊場柵・滑面出発部に有害な隙間あり。

中

スチール S55 36 年

15 年遊戯施設 滑り台 ― 1基 H28スチール S55 36 年

36 年 15 年遊戯施設 健康器具
上半身ひね
り（スチー

ル）

36 年

H28 軽微な劣化あり。15 年 中

15 年 H28 【Ｃ】緩衝装置、補修が適当。 中遊戯施設
ロープウェ
イ

スチール製 1基 スチール S55 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

予防

概算費用合計（千円）： 10,394                       

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H39 年度

H39 年度金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

H39 年度

H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H39 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： へいせい公園 供用年： H20 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

低管理施設 照明灯 スチール製 2基

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール 事後H20 8 年 18 年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H66 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： はこのもり風野公園 供用年： H27 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H73 年度

H73 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H61 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H73 年度

概算費用合計（千円）： -                              

H73 年度

H73 年度18 年 H28 低 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

H28 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。低 予防スチール H27 1 年 15 年

H27 1 年

H73 年度

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

低 予防軽微な劣化あり。

管理施設 照明灯 スチール製 3基 スチール

遊戯施設 鉄棒 3間 1基

1 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防

スチール H27

遊戯施設 ブランコ柵 ― 1基 スチール H27

遊戯施設 健康器具
リズムス
テップ（ス
チール）

1基

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

スチール H27 1 年

1 年 15 年

15 年

15 年 H28 軽微な劣化あり。

軽微な劣化あり。遊戯施設 スチール

遊戯施設 健康器具
へいきんだ
い（スチー

ル）
H73 年度予防H28スチール H27 1 年 軽微な劣化あり。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

低

1基

健康器具
上半身ひね
り（スチー

ル）
1基 H27 1 年 H28

低15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

リーフィー
（FRP）

1基 FRP H27 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 回転遊具
ニョッキー

（FRP）
1基 FRP

遊戯施設 複合遊具 スチール H27

H27 1 年

H28 軽微な劣化あり。スチール製 1基

H73 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

1 年 10 年 H28 低 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設
ロッキング
遊具

とち介、ブ
ランコ側（樹
脂複合板）

1基

1 年 15 年

樹脂複合板 H27 1 年 10 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

樹脂複合板

低

予防H27 1 年 10 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H61 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ロッキング
遊具

とち介、複
合遊具側
（樹脂複合

板）

1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H61 年度

H73 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 熊野公園 供用年： S51 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度 更新

C 1,665       

健全度 更新

C 939          

健全度 更新 修繕

D        1,235 110          

健全度 更新

C 1,793       

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             1,235       -             -             -             -             -             -             4,507       

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H39 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H72 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ 木造(小) 1基

管理施設 照明灯 スチール製 3基

40 年 15 年

木造 H19 9 年 24 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S51 40 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。

H39 年度15 年 H28
【Ｃ】支柱部・着座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【再塗装
が必要】

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

40 年 15 年 H28 高 予防

全体的には良好な状態。外壁部分に凹みがみられるが、機能的には
問題ない。

遊戯施設
チェーンネッ
トクライム

スチール 1基 スチール S51
<使用禁止処置>　【Ｄ】手すり部、【Ｃ】支柱部・チェーン劣化、全体に
老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】チェーン上部に有害な隙
間あり。基礎露出。落下高さ3,000mm以上。【再塗装が必要】

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 ブランコ 4連 1基 スチール

遊戯施設 滑り台 スチール S51

S51 40 年

H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】階段部に有害な隙間あり。2方向 1基

H46 年度予防H28コンクリート S51 40 年 【Ｃ】コンクリート劣化、改修が適当。【再塗装が必要】

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ホースジャ
ングル

スチール 1基 S51 40 年 H28

中40 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

15 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】各部に有害な隙間あり。遊戯施設 スチール

遊戯施設 築山 コンクリート

概算費用合計（千円）： 5,742                         

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H32 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H39 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 稲荷公園 供用年： S51 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度 更新

C 939          

健全度 更新

C 513          

健全度

B

健全度 更新

C 14,290      

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             15,742      

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H64 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H64 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

鉄棒 ― 1基

管理施設 照明灯 スチール製 2基

10 年 15 年

スチール H18 10 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S51 40 年 18 年 【Ｃ】支柱部、照明部、補修が適当。

H64 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

10 年 15 年 H28 低 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設 健康器具
ワクワクス
テップ（ス
チール）

1基 スチール H18 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具
スプリング
バー（ス
チール）

1基 スチール

遊戯施設 太鼓梯子 スチール H18

H18 10 年

H28 軽微な劣化あり。スチール 1基

H39 年度予防H28コンクリート S51 40 年
【Ｃ】コンクリート劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３
否】各部に有害な隙間あり。基礎露出（全面）。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ブランコ 4連 1基 S51 40 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 はんとう棒 スチール製 1基

遊戯施設
コンクリート
ジャングル

コンクリート 1基

スチール S51 40 年

40 年 15 年

15 年

15 年 H28 軽微な劣化あり。

【Ｃ】吊り部材・着座部、補修が適当。【再塗装が必要】遊戯施設 スチール

遊戯施設 造形遊具 コンクリート

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防
【Ｃ】支柱部・コンクリート劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハ
ザード３否】各部材間に有害な隙間あり。基礎露出（全面）。【再塗装
が必要】

H28コンクリート S51

概算費用合計（千円）： 15,742                       

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H39 年度

H40 年度

H64 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H39 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 昭和第１公園 供用年： S51 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度 更新

C 611          

健全度 更新

C 2,034       

健全度 更新

C 939          

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             3,584       

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H39 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H39 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

うんてい スチール 1基

管理施設 照明灯 スチール製 3基

40 年 15 年

スチール S51 40 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S51 40 年 18 年 軽微な劣化あり。

H39 年度15 年 H28 【Ｃ】吊り部材・着座部、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

40 年 15 年 H28 中 予防

【Ｃ】ワイヤーロープ劣化、全体に老朽化のため撤去が適当（設置環
境に対して不適な遊具のため早急に撤去が好ましい）。【ハザード３
否】（園路との）動線交差あり。設置面が固い。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート S51 【Ｃ】砂場枠・砂劣化、改修が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 ブランコ 4連 1基 スチール

遊戯施設 滑り台 スチール S51

S51 40 年

H28
【Ｃ】登行部・出発部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザー
ド３否】階段・滑面出発部に有害な隙間あり。

― 1基

概算費用合計（千円）： 3,584                         

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 昭和第２公園 供用年： S53 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 ブランコ スチール S53 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。4連 1基 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。軽微な劣化あり。

管理施設 照明灯 スチール製 3基

38 年 15 年

スチール H21 7 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S53 38 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H67 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

滑り台 ― 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 昭和第３公園 供用年： S53 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

C

健全度 更新

C 2,034       

健全度 更新

C 939          

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             2,973       

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H39 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

休憩施設 H61 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

シェルター スチール 1基

管理施設 照明灯 スチール製 1基

38 年 15 年

スチール S53 38 年 34 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S53 38 年 18 年 軽微な劣化あり。

H39 年度15 年 H28 【Ｃ】着座部、補修が適当。【ハザード３否】基礎露出。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。
全体的に腐食や塗装の剥離が見られる。
補修や錆止め塗装等のメンテナンスが必要。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 ブランコ 4連 1基 スチール

遊戯施設 滑り台 スチール S53

S53 38 年

H28 軽微な劣化あり。― 1基

概算費用合計（千円）： 2,973                         



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 榎本公園 供用年： S54 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度 更新

C 561          

健全度 更新

C 458          

健全度 更新

C 3,666       

健全度 更新

C 2,034       

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             6,719       

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H39 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

休憩施設 H62 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

四阿 スチール 1基

管理施設 照明灯 スチール製 3基

37 年 15 年

スチール S54 37 年 34 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S54 37 年 18 年 軽微な劣化あり。

H39 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

37 年 15 年 H28 中 予防

躯体の大きな損傷は見当たらない。錆等の腐食が進まないよう、引き
続きメンテナンスを要する。

遊戯施設
ロープスイ
ング

スチール製 1基 スチール S54
【Ｃ】着座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】
基礎露出。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 平均台 スチール 1基 スチール

遊戯施設 砂場 コンクリート S54

S54 37 年

H28 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。コンクリート 1基

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中滑り台 ― 1基 S54 37 年 H2815 年 軽微な劣化あり。遊戯施設 スチール

概算費用合計（千円）： 6,719                         

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H39 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H39 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 下町公園 供用年： S54 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度 更新

C 496          

健全度

B

健全度 更新

C 2,034       

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             2,034       -             -             496          

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： 2,530                         

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

管理施設 照明灯 スチール製 2基 スチール

遊戯施設 滑り台 スチール S54

S54 37 年

H28
【Ｃ】登行部・出発部・支柱部・滑降部、全体に老朽化のため更新が適
当。【ハザード３否】階段・滑面出発部に有害な隙間あり。【再塗装が
必要】

― 1基

H40 年度18 年 H28 低 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

37 年 15 年

スチール S54 37 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防S54 37 年 15 年 【Ｃ】着座部、補修が適当。【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 2連 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H39 年度

H36 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 伯仲公園 供用年： S55 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度 更新

C 561          

健全度 更新

C 161          

健全度 更新

C 3,666       

健全度

B

健全度 更新

C 390          

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             4,778       

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H63 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ 樹脂 1基

管理施設 照明灯 スチール製 1基

36 年 34 年

樹脂 S55 36 年 22 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S55 36 年 18 年 軽微な劣化あり。

H39 年度15 年 H28 【Ｃ】砂場枠・砂劣化、改修が適当（砂場以外に変更等）。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

36 年 15 年 H28 中 予防

躯体自体の損傷はないが、開閉扉の破損等利用しにくい構造になっ
ている。

遊戯施設 鉄棒 2間 1基 スチール S55 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

修景施設 パーゴラ S造 S55

S55 36 年

H28
構造的にはしっかりしているが、全体的に腐食が進んでいる。錆止め
塗装等のメンテナンスが必要。

S造 1基

H40 年度予防H28スチール S55 36 年 軽微な劣化あり。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ロープスイ
ング

スチール製 1基 S55 36 年 H28

低15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 はんとう棒 スチール製 1基 スチール S55 36 年

15 年

15 年 H28 軽微な劣化あり。

【Ｃ】着座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】
基礎露出。

遊戯施設 スチール

遊戯施設 滑り台 ―

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

概算費用合計（千円）： 4,778                         

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H39 年度

H39 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H39 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 磯山公園 供用年： S56 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

H40 年度

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防
【Ｃ】各滑面部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３
否】各部に有害な隙間あり。基礎露出。落下高さが3,000mm以上あ
り。

35 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。 中 予防

スチール S56

遊戯施設 円形ラダー スチール 1基 スチール S56

遊戯施設
ジャングル
ジム

スチール 1基

遊戯施設 複合遊具
中型　ス
チール製

1基

スチール S56 35 年

35 年 15 年

15 年

15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出（全面）。

【Ｃ】吊り金具・着座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハ
ザード３否】基礎露出。

遊戯施設 スチール

遊戯施設 ブランコ 2連 H40 年度予防H28スチール S56 35 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ロープスイ
ング

スチール製 1基 S56 35 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ちびっこハ
ウス

ブランコ側
（FRP)

1基 FRP S56 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ちびっこハ
ウス

複合遊具
側（FRP)

1基 FRP

遊戯施設 鉄棒 スチール S56

S56 35 年

H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。3間 1基

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】プラスチック部、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

35 年 15 年 H28 中 予防

基礎躯体、屋根材は状態が良いが、壁面を中心に劣化が激しい。

管理施設 照明灯 スチール製 1基

35 年 15 年

木造 S56 35 年 24 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S56 35 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H46 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ 木造(小) 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 庚塚公園 供用年： S56 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

18 年管理施設 スチール 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

低照明灯 スチール製 2基 S56 35 年 H28

遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール S56 【Ｃ】砂、清掃が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール

遊戯施設 滑り台 スチール S56

S56 35 年

H28
【Ｃ】登行部・出発部・滑降部、老朽化のため更新が適当。【ハザード３
否】階段・踊場柵・滑面出発部に有害な隙間あり。基礎露出。

― 1基

H40 年度15 年 H28
【Ｃ】吊り金具・着座部、老朽化のため更新が適当。【ハザード３否】基
礎露出。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

35 年 15 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

35 年 15 年

スチール S56 35 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防S56 35 年 15 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 2連 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 下町第２公園 供用年： S57 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール S57
【Ｃ】出発部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】
基礎露出。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ロープスイ
ング

スチール製 1基 スチール

遊戯施設 鉄棒 スチール S57

S57 34 年

H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。3間 1基

H40 年度15 年 H28
【Ｃ】吊り金具・着座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハ
ザード３否】基礎露出。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

34 年 15 年 H28 中 予防

【Ｃ】砂場枠・砂劣化、改修が適当。

管理施設 照明灯 スチール製 1基

34 年 15 年

コンクリート S57 34 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S57 34 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂場 コンクリート 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 上町公園 供用年： S58 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

15 年 【Ｃ】吊り金具・吊り部材、補修が適当。【ハザード３否】基礎露出。遊戯施設 スチール 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中ブランコ 4連 1基 S58 33 年 H28

遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール S58 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ちびっこハ
ウス

FRP 1基 FRP

遊戯施設 砂場 コンクリート S58

S58 33 年

H28 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。コンクリート 1基

H40 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

33 年 15 年 H28 低 予防

構造的にはしっかりしているが、全体的に錆がみられる。錆止め塗装
等のメンテナンスが必要。

管理施設 照明灯 スチール製 1基

33 年 15 年

S造 S58 33 年 34 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S58 33 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

修景施設 H66 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

パーゴラ S造 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 磯山桜づつみふれあい公園 供用年： H9 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

A

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ S造 H9 H28
全体的には健全な状況であるが、屋根材の劣化、部分的な外壁等の
破損が見られる。

S造(大) 1基
配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

全体的には健全な状況であるが、垂木部分の塗装剥離、腐食が見ら
れる。

管理施設 照明灯 スチール製 2基

19 年 38 年

RC造 H9 19 年 47 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H9 19 年 18 年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

休憩施設 H75 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

四阿 RC造 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H55 年度

H87 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 祇園公園 供用年： H6 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H42 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H42 年度

概算費用合計（千円）： -                              

15 年 【Ｃ】吊り部材・着座部、補修が適当。【ハザード３否】基礎露出。遊戯施設 スチール

休憩施設 四阿 RC造 H72 年度予防H28RC造 H6 22 年 全体的に良好な状態。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ブランコ 4連 1基 H6 22 年 H28

低47 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール H6
【Ｃ】出発部、補修が適当。【ハザード３否】階段・滑面出発部に有害な
隙間あり。基礎露出。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

ポニー
（FRP）

1基 FRP

遊戯施設
スプリング
遊具

FRP H19

H19 9 年

H28 軽微な劣化あり。
ラビット
（FRP）

1基

H43 年度10 年 H28 【Ｃ】上物部、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

22 年 15 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。

管理施設 照明灯 スチール製 2基

9 年 10 年

スチール H19 9 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後H6 22 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H55 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

鉄棒 3間 1基

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H52 年度

H43 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 南台公園 供用年： H9 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H45 年度

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H45 年度

概算費用合計（千円）： -                              

18 年管理施設 スチール 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

中照明灯 スチール製 1基 H9 19 年 H28

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート H9 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。【ハザード３否】基礎露出。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 鉄棒 4間 1基 スチール

遊戯施設 滑り台 スチール H9

H9 19 年

H28
【Ｃ】出発部劣化、更新が適当。【ハザード３否】階段・滑面出発部に有
害な隙間あり。基礎露出。【再塗装が必要】

― 1基

H45 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。【再塗装が必要】 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

19 年 15 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

遊戯施設 ブランコ 4連 1基

19 年 15 年

スチール H9 19 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H9 19 年 15 年 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H55 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 4連 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H45 年度

H45 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 南台第２公園 供用年： H9 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

管理施設 照明灯 スチール製 1基 スチール

遊戯施設 滑り台 スチール H17

H9 19 年

H28 【Ｃ】登行部、メーカー補修が適当。― 1基

H45 年度18 年 H28 中 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

11 年 15 年

スチール H17 11 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H17 11 年 15 年 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H63 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 2連 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H63 年度

H53 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： みずほ公園 供用年： H11 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H47 年度

H47 年度

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

H47 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H57 年度

概算費用合計（千円）： -                              

H57 年度

H81 年度50 年 H28
内部施設（ドア）の損傷、外壁のひび割れや汚れが目立ち、修繕が必
要。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H28
全体的には健全な状況であるが、支柱を中心に劣化の経過観察が
必要。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低 予防木造 H11 17 年 22 年

H11 17 年

H60 年度

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防【Ｃ】砂場枠、補修が適当。砂、清掃が適当。

便益施設 トイレ RC造(大) 1棟 RC造

休憩施設 四阿 木造 1基

17 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

18 年 H28 低 事後

コンクリート H11

管理施設 照明灯 スチール製 5基 スチール H11

遊戯施設 健康器具
腹筋ベンチ
（スチール・

木製）
1基

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基

スチール・木 H11 17 年

17 年 15 年

15 年

15 年 H28 【Ｃ】床板、補修が適当。

軽微な劣化あり。遊戯施設 スチール

遊戯施設 健康器具

背のばしベ
ンチ（ス

チール・木
製）

H47 年度予防H28スチール・木 H11 17 年 【Ｃ】板部、補修が適当。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

低

1基

健康器具
ジャンプタッ
チ（スチー

ル）
1基 H11 17 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具
ツイスト

ボード（ス
チール）

1基 スチール H11 【Ｃ】回転盤、補修が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具
懸垂平行
棒（スチー

ル）
1基 スチール

遊戯施設 滑り台 スチール H11

H11 17 年

H28
軽微な劣化あり。【ハザード３否】階段・両滑面出発部に有害な隙間あ
り。基礎露出。

2方向 1基

H47 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

17 年 15 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

17 年 15 年

スチール H11 17 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H11 17 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H57 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 2連 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H57 年度

H47 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 上祇園公園 供用年： H17 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H78 年度

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H66 年度

概算費用合計（千円）： -                              

22 年 健全な状況。修景施設 樹脂 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低パーゴラ 樹脂 1基 H17 11 年 H28

修景施設 モニュメント
ブロンズ、

石
1基 ブロンズ、石 H17

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

管理施設 照明灯 スチール製 2基 スチール

遊戯施設 複合遊具 スチール H17

H17 11 年

H28 軽微な劣化あり。スチール製 1基

H63 年度18 年 H28 低 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

11 年 34 年 H28 低 事後

軽微な劣化あり。

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

11 年 15 年

スチール H17 11 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H17 11 年 15 年 【Ｃ】着地面部（マット）、補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H63 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 2連 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H53 年度

H63 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 上牛久公園 供用年： H18 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H64 年度

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H64 年度

概算費用合計（千円）： -                              

18 年管理施設 スチール 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

低照明灯 スチール製 1基 H18 10 年 H28

遊戯施設 健康器具
腰捻器（ス
チール）

1基 スチール H18 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具
太極拳・推
手（スチー

ル）
1基 スチール

遊戯施設 複合遊具 スチール H18

H18 10 年

H28 軽微な劣化あり。スチール製 1基

H64 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

10 年 15 年 H28 低 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

10 年 15 年

スチール H18 10 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H18 10 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H64 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 2連 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H64 年度

H64 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 下皆川公園 供用年： H24 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

A

健全度

A

健全度

B

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H68 年度

H68 年度

H68 年度

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H46 年度

概算費用合計（千円）： -                              

H68 年度

H71 年度22 年 H28 健全な状況。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H28
全体的に健全な状況であるが、野外卓天板に焼け焦げの痕がみられ
る。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。低 予防スチール H22 6 年 15 年

H22 6 年

H68 年度

低 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低 予防健全な状況。

便益施設 トイレ
金属パネル

造(小)
1基 金属パネル造

休憩施設 野外卓 スチール 1基

6 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

15 年 H28 健全な状況。 低 予防

コンクリート、樹脂
ネット

H22

運動施設 バックネット スチール製 1基 スチール H22

管理施設 照明灯 スチール製 3基

運動施設 防球ネット
コンクリート
柱、樹脂

ネット
1基

スチール H22 6 年

6 年 15 年

10 年

18 年 H28

【Ｃ】上物部、補修が適当。遊戯施設 樹脂、スチール

遊戯施設
ロッキング
遊具

ウサギ（ス
チール、樹

脂）
H46 年度予防H28樹脂、スチール H22 6 年 【Ｃ】上物部、補修が適当。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ロッキング
遊具

インコ（ス
チール、樹

脂）
1基 H22 6 年 H28

中10 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具
ツイスト
バー（ス
チール）

1基 スチール H22 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具
背のばしベ

ンチ（ス
チール）

1基 スチール

遊戯施設 ブランコ柵 スチール H22

H22 6 年

H28 軽微な劣化あり。2連 1基

H58 年度15 年 H28 【Ｃ】背板（ツボ押し部）、メーカー補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

6 年 15 年 H28 低 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設 複合遊具 スチール製 1基

6 年 15 年

スチール H22 6 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H22 6 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H68 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ 2連 1基

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H68 年度

H68 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 富田城の内公園 供用年： H24 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

管理施設 照明灯 スチール製 2基 スチール

遊戯施設 ブランコ柵 スチール H23

H23 5 年

H28 軽微な劣化あり。2連 1基

H69 年度18 年 H28 低 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。軽微な劣化あり。

遊戯施設 複合遊具 スチール製 1基

5 年 15 年

スチール H23 5 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H23 5 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H69 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ 2連 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H69 年度

H69 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 富田星の宮公園 供用年： H24 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 ブランコ柵 スチール H23 H28 軽微な劣化あり。2連 1基 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。軽微な劣化あり。

遊戯施設 複合遊具 スチール製 1基

5 年 15 年

スチール H23 5 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H23 5 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H69 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ 2連 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H69 年度

H69 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 新公園 供用年： H24 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H95 年度

H48 年度

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H70 年度

概算費用合計（千円）： -                              

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設 シェルター スチール 1基 スチール H24 4 年

18 年

34 年 H28 健全な状況。

管理施設 スチール

休憩施設 野外卓 スチール H70 年度予防H28スチール H24 4 年 健全な状況。

事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

低

1基

照明灯 スチール製 2基 H24 4 年 H28

低15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設
ロッキング
遊具

トリケラ
（FRP）

1基 FRP H24 【Ｃ】上物部、補修が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ロッキング
遊具

ラビット
（FRP）

1基 FRP

遊戯施設 ブランコ柵 スチール H24

H24 4 年

H28 軽微な劣化あり。4連 1基

H48 年度10 年 H28 【Ｃ】上物部、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

4 年 10 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設 複合遊具 スチール製 1基

4 年 15 年

スチール H24 4 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H24 4 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H70 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ 4連 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H70 年度

H70 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 富田大平下駅公園 供用年： S60 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H43 年度

概算費用合計（千円）： -                              

遊戯施設 砂場 スチール 1基 スチール S60 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 鉄棒 3間 1基 スチール

遊戯施設 ブランコ柵 スチール S60

S60 31 年

H28 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】― 1基

H43 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。【再塗装が必要】 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

31 年 15 年 H28 低 予防

軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

遊戯施設 滑り台 ― 1基

31 年 15 年

スチール S60 31 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

予防S60 31 年 15 年
【Ｃ】登行部・出発部・滑降部劣化、老朽化のため更新が適当。【ハ
ザード３否】階段・踊場柵・滑面出発部に有害な隙間あり。基礎露出。
【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H43 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ 2連 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H43 年度

H43 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 松葉児童公園 供用年： S51 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度 更新

C 1,095       

健全度

C

健全度 更新

C 939          

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             2,034       

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H39 年度

H46 年度

H46 年度

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H46 年度

概算費用合計（千円）： 2,034                         

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。H28スチール S51

遊戯施設 迷路遊台 コンクリート 1基

遊戯施設 ブランコ 4連 1基

コンクリート S51 40 年

40 年 15 年

40 年

40 年 H28 【Ｃ】コンクリート劣化、改修が適当。

【Ｃ】コンクリート・各吊り橋部劣化、全面改修が適当。【ハザード３否】
各部に有害な隙間あり。

遊戯施設 コンクリート

遊戯施設
回転ジャン
グル

― H39 年度予防H28スチール S51 40 年 【Ｃ】回転部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

築山 コンクリート 1基 S51 40 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
プレイ
ウォール

コンクリート
製

1基 コンクリート S51
【Ｃ】コンクリート劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３
否】壁穴に有害な隙間あり。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

修景施設 パーゴラ S造 S51

S51 40 年

H28
構造的にはしっかりしているが、部分的に錆がみられる。錆止め塗装
等のメンテナンスが必要。

S造 1基

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】砂場枠・砂劣化、改修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

40 年 40 年 H28 中 予防

部分的にクラック、扉の破損が見られるが、全体的に健全な状況。

管理施設 照明灯 スチール製 2基

40 年 34 年

RC造 S51 40 年 50 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S51 40 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H58 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ RC造(小) 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H59 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 新町児童公園 供用年： S53 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度 更新

C 1,076       

健全度

C

健全度 更新

C 8,287       

健全度 更新

C 496          

健全度 更新

C 563          

健全度 更新

C 939          

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             11,361      

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H39 年度

H39 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H39 年度

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H48 年度

概算費用合計（千円）： 11,361                       

H39 年度

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防【Ｃ】回転部・支柱部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。

38 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。 中 予防

スチール S53

遊戯施設 ブランコ 4連 1基 スチール S53

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

遊戯施設
メリーゴーラ
ウンド

スチール 1基

スチール S53 38 年

38 年 15 年

40 年

15 年 H28 軽微な劣化あり。

【Ｃ】コンクリート、補修が適当。遊戯施設 コンクリート

遊戯施設 滑り台
ローラー回

転
H39 年度予防H28スチール S53 38 年

【Ｃ】出発部・支柱部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザー
ド３否】階段・踊場柵・滑面出発部に有害な隙間あり。基礎露出。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

プレイ
ウォール

コンクリート
製

1基 S53 38 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 シーソー
複列（ス
チール）

1基 スチール S53 【Ｃ】梁部・緩衝部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 滑り台 研ぎ出し面 1基 コンクリート

修景施設 パーゴラ S造 S53

S53 38 年

H28
構造的にはしっかりしているが、部分的に錆がみられる。錆止め塗装
等のメンテナンスが必要。

S造 1基

H40 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】設置面が固い。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

38 年 15 年 H28 中 予防

全体的には良好であるが、部分的に破損が見られる。

管理施設 照明灯 スチール製 1基

38 年 34 年

樹脂 S53 38 年 22 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S53 38 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ 樹脂 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H61 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 上町児童公園 供用年： S55 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度 更新

C 561          

健全度 更新

C 230          

健全度

C

健全度 更新

C 939          

健全度 更新

C 1,259       

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             2,989       

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H39 年度

H39 年度

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H50 年度

概算費用合計（千円）： 2,989                         

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ダイヤモン
ドジャング
ル

スチール 1基 スチール S55 36 年

40 年

15 年 H28
軽微な劣化あり。【ハザード３否】接合部に有害な隙間あり。基礎露
出。

軽微な劣化あり。遊戯施設 FRP

遊戯施設 ブランコ 4連 H39 年度予防H28スチール S55 36 年 軽微な劣化あり。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

造形遊具
どうぶつ
（FRP）

1基 S55 36 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 鉄棒 3間 1基 スチール S55 【Ｃ】継手金具、補修が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

修景施設 パーゴラ S造 S55

S55 36 年

H28
構造的にはしっかりしているが、部分的に錆がみられる。錆止め塗装
等のメンテナンスが必要。

S造 1基

H39 年度15 年 H28 【Ｃ】砂場枠・砂劣化、改修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

36 年 15 年 H28 中 予防

全体的には良好な状態であるが、部分的に破損が見られるため、補
修等のメンテナンスが必要。

管理施設 照明灯 スチール製 2基

36 年 34 年

樹脂 S55 36 年 22 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S55 36 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H41 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ 樹脂 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H63 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 大崎児童公園 供用年： S57 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

H40 年度

H40 年度

H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防【Ｃ】着座部、補修が適当。H28スチール S57

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

スチール S57 34 年

34 年 15 年

15 年

15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。遊戯施設 スチール

遊戯施設 滑り台 2方向 H40 年度予防H28スチール S57 34 年
【Ｃ】登行部・出発部・両滑降部劣化、全体に老朽化のため撤去が適
当。【ハザード３否】階段・踊場柵・両滑面出発部に有害な隙間あり。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

鉄棒 3間 1基 S57 34 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート S57 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設
テントシェル
ター

スチール 1基 スチール

修景施設 パーゴラ S造 S57

S57 34 年

H28
構造的にはしっかりしているが、部分的に錆がみられる。錆止め塗装
等のメンテナンスが必要。

S造 1基

H65 年度34 年 H28
構造的にはしっかりしているが、部分的に錆がみられる。錆止め塗装
等のメンテナンスが必要。

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

34 年 15 年 H28 中 予防

屋根の劣化が激しく、軒先の脱落等危険を伴っている状況である。
小便器の設置高さが低く、使用しづらい状況である。

管理施設 照明灯 スチール製 1基

34 年 34 年

RC造 S57 34 年 50 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S57 34 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H54 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ RC造(大) 1棟

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H65 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 富吉児童公園 供用年： S57 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

修景施設 パーゴラ S造 S57

S57 34 年

H28
構造的にはしっかりしているが、部分的に錆や塗装の剥離がみられ
る。錆止め塗装等のメンテナンスが必要。

S造 1基

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】砂場枠・砂劣化、改修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

躯体は機能的に問題ない状況。
室内照明については、電気配線が断線しているため、使用不可。（照
明はなくとも使用は可）

管理施設 照明灯 スチール製 1基

34 年 34 年

樹脂 S57 34 年 22 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S57 34 年 18 年 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H43 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ 樹脂 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H65 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 都賀児童公園 供用年： S60 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

A

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H43 年度

H40 年度

H43 年度

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防【Ｃ】着座部、補修が適当。H28スチール S60

遊戯施設
モンキーブ
リッチ

木製 1基

遊戯施設 ブランコ 4連 1基

木 S60 31 年

31 年 15 年

10 年

7 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

【Ｃ】上物部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。遊戯施設 スチール

遊戯施設
スプリング
遊具

ウマ（ス
チール）

H40 年度予防H28スチール S60 31 年 【Ｃ】上物部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

スプリング
遊具

パンダ（ス
チール）

1基 S60 31 年 H28

中10 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 シーソー
複列（ス
チール）

1基 スチール S60
【Ｃ】梁部・腕部・緩衝部（タイヤ）劣化、全体に老朽化のため撤去が適
当

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

修景施設 パーゴラ S造 S60

S60 31 年

H28 全体的に健全な状況。S造 1基

H43 年度15 年 H28 【Ｃ】砂場枠・砂劣化、改修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

31 年 15 年 H28 中 予防

躯体は機能的に問題ないが、扉等の破損がみられ補修を要する。

管理施設 照明灯 スチール製 1基

31 年 34 年

樹脂 S60 31 年 22 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S60 31 年 18 年 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ 樹脂 1基

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H43 年度

H68 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 荒立児童公園 供用年： S62 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

A

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H48 年度

H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ
金属パネル

造(小)
1基 金属パネル造 S62 29 年

15 年

22 年 H28
部分的に汚れや凹み等がみられるが、全体的には健全な状況であ
る。

軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。遊戯施設 スチール

休憩施設 四阿 木造 H48 年度予防H28木造 S62 29 年
全体的に良好な状態。劣化が進んでいる箇所は経過観察をし、塗装
等の維持管理を行っていくことが望ましい。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

サーキュ
ラーキャッ
スル

スチール 1基 S62 29 年 H28

低22 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 ブランコ 4連 1基 スチール S62 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 木 1基 木

修景施設 パーゴラ 木造 S62

S62 29 年

H28 全体的に健全な状況。木造 1基

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】砂場枠劣化、改修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

29 年 15 年 H28 中 予防

構造的にはしっかりしているが、部分的に錆がみられ、屋根材の部分
破損等がみられる。錆止め塗装等のメンテナンスが必要。

管理施設 照明灯 スチール製 3基

29 年 7 年

スチール S62 29 年 34 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S62 29 年 18 年 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

休憩施設 H70 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

シェルター スチール 2基

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 江川児童公園 供用年： S62 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度 更新 修繕

D           939 528          

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             939          -             -             -             -             -             -             528          

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

H45 年度

H45 年度

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： 1,467                         

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 複合遊具
小型（ス
チール）

1基 スチール S62 29 年

10 年

15 年 H28
【Ｃ】床部劣化、全体改修が適当。【ハザード３否】各部に有害な隙間
あり。基礎露出。

【Ｃ】上物部、補修が適当。遊戯施設 スチール

遊戯施設 ブランコ 4連 H32 年度予防H28スチール S62 29 年
<使用禁止処置（4吊共）>　【Ｄ】着座部、【Ｃ】吊り部材・着座部、補修
が適当。【ハザード３否】基礎露出。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

スプリング
遊具

アヒル（ス
チール）

1基 S62 29 年 H28

高15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート S62 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

修景施設 パーゴラ S造 1基 S造

休憩施設
テントシェル
ター

スチール S62

S62 29 年

H28
構造的にはしっかりしているが、部分的に錆がみられる。錆止め塗装
等のメンテナンスが必要。

スチール 1基

H70 年度34 年 H28
構造的にはしっかりしているが、部分的に錆や塗装の剥離がみられ
る。錆止め塗装等のメンテナンスが必要。

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

29 年 15 年 H28 中 予防

躯体の状況は悪くは無いが、基礎ブロックの床ずれや室内照明の破
損（未通電）がみられる。

管理施設 照明灯 スチール製 1基

29 年 34 年

樹脂 S62 29 年 22 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後S62 29 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H48 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ 樹脂 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H45 年度

H70 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 底谷児童公園 供用年： S62 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

15 年 【Ｃ】着座部、補修が適当。遊戯施設 スチール 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中ブランコ 4連 1基 S62 29 年 H28

遊戯施設 飛行機ジム スチール製 1基 スチール S62
軽微な劣化あり。【ハザード３否】パイプ間・ステップ下に有害な隙間
あり。基礎露出。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

修景施設 パーゴラ S造 S62

S62 29 年

H28
構造的にはしっかりしているが、部分的に錆や塗装の剥離がみられ
る。錆止め塗装等のメンテナンスが必要。

S造 1基

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

29 年 15 年 H28 中 予防

汚れ等はあるが、全体的には健全な状況。

管理施設 照明灯 スチール製 1基

29 年 34 年

樹脂 S62 29 年 22 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後S62 29 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H48 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ 樹脂 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H70 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 新町西児童公園 供用年： H4 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 複合遊具
小型（ス
チール）

1基 スチール

遊戯施設 ブランコ スチール H4

H4 24 年

H28 軽微な劣化あり。2連 1基

H40 年度15 年 H28
軽微な劣化あり。【ハザード３否】各丸太間・滑面出発部に有害な隙間
あり。屋根に登れる構造。基礎露出。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

機能的に問題ないレベルで部分的に凹み等はあるが、全体的に健全
な状況。

管理施設 照明灯 スチール製 1基

24 年 15 年

RC造 H4 24 年 50 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H4 24 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H74 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ RC造(小) 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H50 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 西前原公園 供用年： H4 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H50 年度

H65 年度

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H53 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

トイレ 樹脂 1基

管理施設 照明灯 スチール製 1基

24 年 34 年

樹脂 H4 24 年 22 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H4 24 年 18 年 軽微な劣化あり。

H40 年度15 年 H28 【Ｃ】砂場枠、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

24 年 10 年 H28 中 予防

躯体としては健全な状況。

遊戯施設
スプリング
遊具

スチール 1基 スチール H4 【Ｃ】スプリング部・上物部、補修が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

修景施設 パーゴラ S造 H4

H4 24 年

H28
桁（梁）の腐食が進行している。屋根部の部分更新あるいは補修が必
要。

S造 1基

H40 年度予防H28スチール H4 24 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。【ハザード３否】階段部に有害な隙間あり。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

スプリング
遊具

スチール 1基 H4 24 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ジャングル
ジム

スチール 1基

遊戯施設 ブランコ 4連 1基

スチール H4 24 年

24 年 15 年

10 年

15 年 H28 【Ｃ】縦部材劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【再塗装が必要】

【Ｃ】スプリング部・上物部、補修が適当。遊戯施設 スチール

遊戯施設 滑り台 ―

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防【Ｃ】着座部、補修が適当。【再塗装が必要】H28スチール H4

概算費用合計（千円）： -                              

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H40 年度

H40 年度

H40 年度

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 大田和ふれあい公園 供用年： H4 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H42 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H42 年度

概算費用合計（千円）： -                              

15 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出（全面）。遊戯施設 スチール

遊戯施設 ブランコ 4連 H42 年度予防H28スチール H4 24 年 軽微な劣化あり。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ジャングル
ジム

スチール 1基 H4 24 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール H4 軽微な劣化あり。【ハザード３否】階段部に有害な隙間あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

パンダ（ス
チール）

1基 スチール

遊戯施設
スプリング
遊具

スチール H4

H4 24 年

H28 【Ｃ】台座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。
レオ（ス
チール）

1基

H40 年度10 年 H28 【Ｃ】台座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

24 年 15 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。

修景施設 パーゴラ S造 1基

24 年 10 年

コンクリート H4 24 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

S造

低

予防H4 24 年 34 年
構造的にはしっかりしているが、部分的に錆や塗装の剥離がみられ
る。錆止め塗装等のメンテナンスが必要。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H50 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

砂場 コンクリート 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H75 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 蛭沼ふれあい公園 供用年： H4 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

A

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H50 年度

概算費用合計（千円）： -                              

15 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出（全面）。遊戯施設 スチール

遊戯施設 ブランコ 4連 H50 年度予防H28スチール H4 24 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

低

1基

ジャングル
ジム

スチール 1基 H4 24 年 H28

低15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール H4 【Ｃ】出発部、補修が適当。【ハザード３否】階段部に有害な隙間あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

パンダ（ス
チール）

1基 スチール

遊戯施設
スプリング
遊具

スチール H4

H4 24 年

H28 【Ｃ】スプリング部・台座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。
レオ（ス
チール）

1基

H40 年度10 年 H28 【Ｃ】スプリング部・台座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

24 年 15 年 H28 中 予防

構造的にはしっかりしているが、部分的に錆や塗装の剥離がみられ
る。錆止め塗装等のメンテナンスが必要。

便益施設 トイレ 樹脂 1基

24 年 10 年

S造 H4 24 年 34 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

樹脂

低

予防H4 24 年 22 年 全体的に健全な状況。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

修景施設 H75 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

パーゴラ S造 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H53 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 都賀ふれあい公園 供用年： H5 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

A

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H41 年度

H40 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H41 年度

概算費用合計（千円）： -                              

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 ブランコ 2連 1基 スチール H5 23 年

15 年

15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

【Ｃ】基礎部、補修が適当。【ハザード３否】階段部に有害な隙間あり。
基礎露出。

遊戯施設 スチール

遊戯施設
ジャングル
ジム

スチール H41 年度予防H28スチール H5 23 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出（全面）。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

滑り台 ― 1基 H5 23 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

レオ（FRP） 1基 スチール H5 【Ｃ】台座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

パンダ
（FRP）

1基 スチール

遊戯施設 砂場 コンクリート H5

H5 23 年

H28 軽微な劣化あり。コンクリート 1基

H40 年度10 年 H28
【Ｃ】スプリング部・上物部・台座部劣化、全体に老朽化のため撤去が
適当。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

23 年 10 年 H28 中 予防

構造的にはしっかりしているが、部分的に白華現象がみられる。塗装
等のメンテナンスが必要

便益施設 トイレ 樹脂 1基

23 年 15 年

RC造 H5 23 年 47 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

樹脂

低

予防H5 23 年 22 年 全体的に健全な状況。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

修景施設 H71 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

藤棚 コンクリート 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H54 年度

H41 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 新波ふれあい公園 供用年： H6 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H40 年度

H42 年度

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H42 年度

概算費用合計（千円）： -                              

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

レオ　パー
ゴラ側（ス
チール）

1基 スチール H6 22 年

15 年

10 年 H28 【Ｃ】スプリング部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。

【Ｃ】吊り金具・吊り部材・着座部、補修が適当。【ハザード３否】基礎露
出。

遊戯施設 スチール

遊戯施設
スプリング
遊具

レオ　物置
側（スチー

ル）
H40 年度予防H28スチール H6 22 年 【Ｃ】スプリング部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

ブランコ 2連 1基 H6 22 年 H28

中10 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ジャングル
ジム

スチール 1基 スチール H6 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出（全面）。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール

遊戯施設 砂場 コンクリート H6

H6 22 年

H28 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。コンクリート 1基

H42 年度15 年 H28
【Ｃ】滑降部、補修が適当。【ハザード３否】階段・滑面出発部に有害な
隙間あり。基礎露出。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

22 年 15 年 H28 中 予防

構造的にはしっかりしている。

便益施設 トイレ
金属パネル

造(小)
1基

22 年 15 年

RC造 H6 22 年 47 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

金属パネル造

低

予防H6 22 年 22 年
機能として、全体的に問題のないレベルであるが、部分的に錆等の
劣化が見られる。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

修景施設 H72 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

藤棚 コンクリート 1基

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H55 年度

H42 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 部屋ふれあい公園 供用年： H7 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H56 年度

H56 年度

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

H40 年度

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H53 年度

概算費用合計（千円）： -                              

H53 年度

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低 予防全体的には健全な状況であるが、開閉扉の不具合が見られる。

21 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

18 年 H28 低 事後

金属パネル造 H7

管理施設 照明灯 スチール製 1基 スチール H7

修景施設 パーゴラ 樹脂 1基

便益施設 トイレ
金属パネル

造(小)
1基

樹脂 H7 21 年

21 年 22 年

15 年

22 年 H28 健全な状況。

軽微な劣化あり。遊戯施設 コンクリート

遊戯施設 ブランコ 大型2連 H53 年度予防H28スチール H7 21 年 軽微な劣化あり。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

低

1基

砂場 コンクリート 1基 H7 21 年 H28

低15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

パンダ
（FRP）

1基 FRP H7 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

レオ（FRP） 1基 FRP

遊戯施設
ジャングル
ジム

スチール H7

H7 21 年

H28
軽微な劣化あり。【ハザード３否】設置面が固い（全面基礎露出）。【再
塗装が必要】

スチール 1基

H40 年度10 年 H28 【Ｃ】上物部・台座部劣化、更新が適当 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

21 年 10 年 H28 低 予防

軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。階段部・両滑面出発部に
有害な隙間あり。【再塗装が必要】

遊戯施設 ブランコ 小型2連 1基

21 年 15 年

スチール H7 21 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

予防H7 21 年 15 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H43 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

滑り台 2方向 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H43 年度

H43 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 太田ふれあい公園 供用年： H9 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H45 年度

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H58 年度

概算費用合計（千円）： -                              

22 年
全体的に状態は良いが、支柱の歪み等がみられるため、経過観察が
必要。

修景施設 樹脂

便益施設 トイレ
金属パネル

造(小)
H48 年度予防H28金属パネル造 H9 19 年 躯体下部の腐食や便器の破損がみられる。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低

1基

パーゴラ 樹脂 1基 H9 19 年 H28

中22 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート H9 【Ｃ】砂、清掃が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

カメ（FRP） 1基 FRP

遊戯施設
スプリング
遊具

FRP H9

H9 19 年

H28 【Ｃ】上物部、メーカー補修が適当。
ラビット
（FRP）

1基

H43 年度10 年 H28 【Ｃ】上物部、メーカー補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

19 年 15 年 H28 中 予防

【Ｃ】支柱部、メーカー補修が適当。【ハザード３否】滑面出発部に有害
な隙間あり。

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

19 年 10 年

スチール H9 19 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

予防H9 19 年 15 年 【Ｃ】着座部、補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H45 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

滑り台 ― 1基

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H45 年度

H43 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 家中駅西公園 供用年： S60 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度 更新

D        5,298

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             5,298       -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H43 年度

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H43 年度

概算費用合計（千円）： 5,298                         

18 年管理施設 スチール

修景施設 パーゴラ S造 H32 年度予防H28S造 S60 31 年 柱や桁等、全体的に腐食が進んでおり、早急な対処が必要。

事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

中

1基

照明灯 スチール製 1基 S60 31 年 H28

高34 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート S60 【Ｃ】砂場枠、補修が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 滑り台 ゾウ（FRP） 1基 FRP

遊戯施設 滑り台 スチール S60

H11 17 年

H28
【Ｃ】出発部・滑降部、老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】階
段・滑面出発部に有害な隙間あり。基礎露出。【再塗装が必要】

― 1基

H57 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

31 年 15 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

31 年 15 年

スチール S60 31 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防S60 31 年 15 年 【Ｃ】支柱部・梁部、老朽化のため更新が適当。【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H43 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 2連 1基

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H43 年度

H43 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 合戦場ちびっこ広場 供用年： H7 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

管理施設 照明灯 スチール H7 H28スチール製 1基 劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。軽微な劣化あり。

遊戯施設 複合遊具 木製 1基

21 年 18 年

コンクリート H7 21 年 15 年

低 事後

主要部材 管理類型
設置
年度

木

低

予防H7 21 年 7 年
【Ｃ】支柱部・手すり・柵部・床部、老朽化のため更新が適当。【ハザー
ド３否】踊場板間・滑面出発部に有害な隙間あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H53 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂場 コンクリート 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H53 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 合戦場駅東公園 供用年： H17 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H63 年度

概算費用合計（千円）： -                              

管理施設 照明灯 スチール製 1基 スチール H17
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート

遊戯施設 滑り台 スチール H17

H17 11 年

H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】階段最上段に有害な隙間あり。― 1基

H53 年度15 年 H28 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

11 年 18 年 H28 低 事後

軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

11 年 15 年

スチール H17 11 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H17 11 年 15 年 【Ｃ】吊り部材、メーカー補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H63 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 2連 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H53 年度

H53 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 升塚中央公園 供用年： H17 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H63 年度

H53 年度

H53 年度

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H65 年度

概算費用合計（千円）： -                              

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

低 事後H28スチール H17

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基

管理施設 照明灯 スチール製 1基

コンクリート H17 11 年

11 年 18 年

40 年

15 年 H28 【Ｃ】砂場枠・砂硬化、改修が適当。

【Ｃ】本体部劣化、更新が適当。遊戯施設 FRP

遊戯施設 造形遊具
パンダ
（FRP）

H75 年度予防H28FRP H17 11 年 軽微な劣化あり。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

造形遊具
ライオン
（FRP)

1基 H17 11 年 H28

低40 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 うんてい スチール 1基 スチール H17
軽微な劣化あり。【ハザード３否】握りパイプ間・はしご間に有害な隙
間あり。【再塗装が必要】

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ジャングル
ジム

スチール 1基 スチール

遊戯施設 滑り台 スチール H17

H17 11 年

H28
【Ｃ】滑降部、老朽化のため更新が適当。【ハザード３否】階段・踊場
柵・滑面出発部に有害な隙間あり。【再塗装が必要】

― 1基

H63 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

11 年 15 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。【再塗装が必要】

遊戯施設 ブランコ 2連 1基

11 年 15 年

スチール H17 11 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H17 11 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H63 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 2連 1基

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H63 年度

H53 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 小山公園 供用年： S52 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

A

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H47 年度

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H95 年度

概算費用合計（千円）： -                              

34 年 全体的に健全な状況。休憩施設 スチール 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低シェルター スチール 1基 H24 4 年 H28

遊戯施設 複合遊具
小型（ス
チール）

1基 スチール H11 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

カメ（スチー
ル）

1基 スチール

遊戯施設
スプリング
遊具

スチール H11

H11 17 年

H28 軽微な劣化あり。
ウマ（ス
チール）

1基

H40 年度10 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

17 年 15 年 H28 中 予防

構造的にはしっかりしているが、部分的に錆や塗装の剥離がみられ
る。錆止め塗装等のメンテナンスが必要。

便益施設 トイレ 樹脂 1基

17 年 10 年

S造 S52 39 年 34 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

樹脂

低

予防S52 39 年 22 年 全体的に健全な状態である。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

修景施設 H60 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

パーゴラ S造 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H40 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 中久保第一公園 供用年： H19 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H65 年度

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H85 年度

概算費用合計（千円）： -                              

47 年 全体的に健全な状況。休憩施設 RC造

便益施設 トイレ RC造(大) H89 年度予防H28RC造 H19 9 年
全体的には健全な状況であるが、部分的に破損がみられるなど不具
合が生じている。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低

1棟

四阿 RC造 1基 H19 9 年 H28

低50 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

管理施設 照明灯 スチール製 2基 スチール H19
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

オットセイ
（FRP）

1基 FRP

遊戯施設
スプリング
遊具

FRP H19

H19 9 年

H28 【Ｃ】上物部、メーカー補修が適当。ウマ（FRP） 1基

H65 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。

9 年 18 年 H28 低 事後

軽微な劣化あり。

遊戯施設 複合遊具
スチール、

樹脂製
1基

9 年 15 年

FRP H19 9 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール、樹脂

低

予防H19 9 年 15 年 【Ｃ】プラスチック系部材、メーカー補修が適当。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H65 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

スプリング
遊具

リス（FRP） 1基

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H55 年度

H55 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 中久保第二公園 供用年： H19 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H89 年度

概算費用合計（千円）： -                              

便益施設 トイレ RC造(大) 1棟 RC造 H19
全体的に健全な状況ではあるが、ガラスブロックの破損、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙ
ﾀﾞｰの破損等がみられる。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

休憩施設 四阿 RC造 1基 RC造

管理施設
ソーラー照
明灯

スチール H19

H19 9 年

H28スチール製 1基

H85 年度47 年 H28 全体的に健全な状況。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

9 年 50 年 H28 低 予防

便益施設 時計塔 スチール製 1基

9 年 18 年

スチール H19 9 年 18 年

低 事後

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H19 9 年 15 年 健全な状況。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H65 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

照明灯 スチール製 2基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H59 年度

H65 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 中根産業団地公園 供用年： H25 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

低便益施設 時計塔 スチール製 1基

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール 事後H25 3 年 15 年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H65 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 第二公園 供用年： S28 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

A

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

H75 年度

H40 年度

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H41 年度

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

概算費用合計（千円）： -                              

H71 年度

H28
全体的には良好であるが、汚れがみられる。
ルーバーの欠損が見られる。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低 予防石・スチール・木 H5 23 年 47 年 H71 年度

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低 予防全体的には良好であるが、一部ひび割れ、汚れ、剥離がみられる。

修景施設 パーゴラ
石・スチー

ル・木
1棟

23 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

31 年 H28 全体的には良好であるが、汚れがみられる。 低 予防

RC造 H5

修景施設 鳥小屋 スチール 1棟 スチール H5

遊戯施設 複合遊具 中型　木製 1基

便益施設 トイレ RC造(大) 1棟

木 H5 23 年

23 年 50 年

10 年

7 年 H28
【Ｃ】支柱部・手すり・柵部・登行部・吊り橋部・ネット渡り部・雲梯部劣
化、全体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】各部に有害な
隙間あり。落下高さが3,000mm以上あり。基礎露出。

【Ｃ】スプリング部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。遊戯施設 スチール

遊戯施設 滑り台 ローラー H41 年度予防H28スチール H5 23 年
軽微な劣化あり。【ハザード３否】階段・滑面出発部に有害な隙間あ
り。基礎露出。【再塗装が必要】

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

スプリング
遊具

― 1基 H5 23 年 H28

中15 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 砂場 木 1基 木 H5 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

休憩施設 四阿 木造 1基 木造

修景施設 噴水 ― H5

H5 23 年

H28
吹上型(小

型)
1箇所

H54 年度22 年 H28 全体的には良好であるが、汚れがみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

23 年 15 年 H28 中 予防

管理施設 照明灯 スチール製 2基

23 年 15 年

スチール H5 23 年 18 年

低 事後

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H5 23 年 18 年 【Ｃ】支柱部、補修が適当。【再塗装が必要】

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H51 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

引込柱 スチール製 1基

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H41 年度

H45 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 錦着山公園 供用年： S42 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度 更新

C 561          

健全度 更新

C 561          

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度 更新

C 939          

健全度

A

健全度

C

健全度

D

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             2,061       

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H39 年度

H40 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

H40 年度

H40 年度躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。

H40 年度

H40 年度

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H39 年度

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H39 年度

概算費用合計（千円）： 2,061                         

全体的に劣化が進んでおり、ひび割れ、腐食がみられる。

屋根に著しい腐食による雨漏りがあり、全体の倒壊の恐れがある。早
急な対応が必要。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

予防 H40 年度24 年 H28 高
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

49 年 47 年

教養施設 社務所 木造 1棟 木造

修景施設 パーゴラ RC造 1棟 RC造 S42

予防 H49 年度50 年 H28 全体的には良好であるが、洗面器ぐらつきがみられる。 低
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

便益施設 トイレ RC造(大) 1棟 RC造 S42 49 年

H45 年度中 予防

S42 49 年

H28

H28 中 予防スチール S42 49 年 15 年
【Ｃ】支柱部・着座部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。【再塗装
が必要】

遊戯施設 ブランコ 4連 1基

遊戯施設 造形遊具
ワニ（コンク

リート）
1基

遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール S42 15 年 H28

コンクリート S42 49 年 40 年

49 年
【Ｃ】登行部・出発部・支柱部・滑降部劣化、全体に老朽化のため撤去
が適当。【ハザード３否】階段・踊場柵・滑面出発部に有害な隙間あ
り。

中

予防

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

49 年

H28 軽微な劣化あり。40 年 低

軽微な劣化あり。 低H28

40 年 H28 軽微な劣化あり。 低遊戯施設 造形遊具
カバ（コンク

リート）
1基 コンクリート S42 予防

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

予防

H40 年度

【Ｃ】基礎部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。 中

H40 年度予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

予防 H40 年度
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 造形遊具
ゾウ（コンク

リート）
1基

軽微な劣化あり。 中

コンクリート S42 49 年

40 年遊戯施設 造形遊具
リス（コンク

リート）
1基 H28コンクリート S42 49 年

49 年 40 年遊戯施設 造形遊具
シカ（コンク

リート）
1基 コンクリート S42

H40 年度40 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H28 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。中 予防コンクリート S42 49 年 40 年

S42 49 年

H40 年度

H28

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中 予防軽微な劣化あり。

遊戯施設 造形遊具
てんとうむ
し（コンク
リート）

1基 コンクリート

遊戯施設 造形遊具
カメ（コンク

リート）
1基

49 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

40 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防

コンクリート S42

遊戯施設 造形遊具
クマ（コンク

リート）
1基 コンクリート S42

遊戯施設 造形遊具
ライオン（コ
ンクリート）

1基

遊戯施設 造形遊具
ラクダ（コン
クリート）

1基

コンクリート S42 49 年

49 年 40 年

15 年

40 年 H28 軽微な劣化あり。

【Ｃ】砂、入れ替えが適当。遊戯施設 コンクリート

遊戯施設 造形遊具
うさぎ（コン
クリート）

H40 年度予防H28コンクリート S42 49 年 軽微な劣化あり。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

中

1基

砂場 コンクリート 1基 S42 49 年 H28

中40 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート S42 【Ｃ】砂、入れ替えが適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

修景施設 パーゴラ S造 1基 S造

便益施設 トイレ RC造 S42

S42 49 年

H28 全体的には良好であるが、一部汚れがみられる。RC造(小) 1棟

H50 年度34 年 H28 全体的には良好であるが、錆がみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

49 年 15 年 H28 中 予防

全体的には良好である。

便益施設 時計塔 スチール製 1基

49 年 50 年

木造 S42 49 年 22 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H4 24 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

休憩施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

四阿 木造 1基

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H44 年度

H49 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 箱森北公園 供用年： H14 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

A

健全度

A

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ
金属パネル

造(大)
1基 金属パネル造

修景施設 パーゴラ S造 H14

H14 14 年

H28 健全な状況。S造 1基

H63 年度22 年 H28 全体的に良好な状態であるが、外壁の一部破損等が見られる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

遊戯施設 複合遊具 スチール製 1基

14 年 34 年

スチール H14 14 年 18 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H14 14 年 15 年
【Ｃ】プラスチック系部材（キャップ）・はん登棒部、メーカー補修が適
当。【ハザード３否】各部に有害な隙間あり。動線交差あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H60 年度

H28 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

照明灯 スチール製 5基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H50 年度

H85 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 四季の森公園 供用年： H15 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

D

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

H51 年度

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H61 年度

概算費用合計（千円）： -                              

18 年管理施設 スチール

教養施設 学習施設 木造 H40 年度予防H28木造 H15 13 年

数か所に建具開閉等に支障あることから、建物地盤の沈下が原因の
可能性がある。
外装は変形、雨による腐食あり。内装は浮き、剥がれがみられる。
トイレハンガードアの開閉に不具合があり、閉じ込められる可能性が
あり危険な状態。機械設備は汚れがみられる。

事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

低

1基

照明灯(多
灯型)

スチール製 6基 H15 13 年 H28

高24 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

遊戯施設 パネル遊具 樹脂製 1基 樹脂 H15 【Ｃ】プラスチック部、メーカー補修が適当。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 鉄棒 3間 1基 スチール

遊戯施設 複合遊具 スチール H15

H15 13 年

H28 【Ｃ】ローラー滑面部、メーカー補修が適当。スチール製 1基

H61 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

13 年 15 年 H28 中 予防

軽微な劣化あり。

遊戯施設 ブランコ
2連（ピエ

ロ）
1基

13 年 15 年

スチール H15 13 年 15 年

中 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H15 13 年 15 年 軽微な劣化あり。【ハザード３否】支柱上部にV字開口部あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

遊戯施設 H61 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

ブランコ柵 2連 1基

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H51 年度

H51 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 中央公園 供用年： H18 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

運動施設 防球ネット
コンクリート、樹脂

ネット
H18 H28

支柱は健全な状況であるが、ネットの破損が数か所にわたりみられ
る。

コンクリート
柱、樹脂

ネット
1基

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。
全体的には健全な状況であるが、部分的にスチールネットの破損が
みられる。

管理施設 照明灯 スチール製 3基

10 年 15 年

スチール H18 10 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H18 10 年 18 年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

運動施設 H64 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

バックネット スチール製 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H64 年度

H64 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： ふるさとセンターパーク 供用年： H5 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

D

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H58 年度

H58 年度

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H58 年度

概算費用合計（千円）： -                              

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

教養施設 観音堂 木造 1棟 木造 H5 23 年

24 年

24 年 H28 全体的に良好である。

全体的に良好である。管理施設 木造

管理施設 調理作業所 木造 H58 年度予防H28木造 H5 23 年
全体的に良好であるが、外部劣化、建具のズレがみられる。また著し
く便器の流れが悪い。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低

1棟

物置 木造 1棟 H5 23 年 H28

低24 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ 木造(大) 1棟 木造 H5
劣化、ひび割れ、建具のぐらつきがみられる。外部に仮設サインが設
置されている。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

管理施設
ふるさとセン
ター

木造 1棟 木造

便益施設 トイレ 木造 H19

H5 23 年

H28
全体的には良好であるが、劣化、ひび割れ、建具のぐらつきがみられ
る。外部に仮設サインが設置されている。

多目的（木
造）

1基

H40 年度24 年 H28
白蟻による土台の腐食があり、主要構造部のため早急な対応が必
要。また屋根の谷の樋受け４か所に腐食がみられ、うち１か所は内部
雨漏りがみられる。

高 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

23 年 24 年 H28 中 予防

便益施設 時計塔 スチール製 1基

9 年 24 年

スチール H5 23 年 18 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

中

事後H5 23 年 15 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

管理施設 H51 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

照明灯(多
灯型)

スチール製 4基

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H45 年度

H72 年度
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公園名： ファミリーパーク 供用年： H8 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

A

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

B

健全度 更新

C 310          

健全度

B

健全度

B

健全度 更新

C 821          

健全度 更新

C 821          

健全度 更新

C 821          

健全度 更新

C 291          

健全度 更新

C 291          

健全度 更新

C 5,019       

健全度

B

健全度 更新

C 1,124       

健全度 更新

C 638          

健全度 更新

C 2,828       

健全度 更新

C 1,481       

健全度 更新

C 2,071       

健全度 更新

C 3,650       

健全度

B

健全度 更新

C 9,011       

健全度 更新

C 11,292      

健全度

B

健全度

C

健全度

A

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度
公園施設種類 公園施設名

具体的
施設名称

規模等 主要部材
設置
年度

休憩施設 シェルター
トイレ東（ス

チール）
1基 スチール H6 22 年 34 年 H28 全体的に良好である。 低 予防

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H77 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H77 年度22 年 34 年 H28 全体的に良好であるが、一部剥がれがみられる。 低 予防休憩施設 シェルター
池南（ス
チール）

1基 スチール H6

休憩施設 シェルター
池北（ス
チール）

1基 スチール H6 22 年
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H77 年度34 年 H28 全体的に良好であるが、一部剥がれがみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

管理施設
消防車カー
ポート大

S造 1基 Ｓ造 H10 18 年 34 年 H81 年度

全体的に良好であるが、屋根が破損している。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H81 年度管理施設
消防車カー
ポート小

S造 1基 Ｓ造 H10 18 年 34 年 H28

遊戯施設
スプリング
遊具

ネコ（樹脂
複合板）

1基 樹脂複合板 H6
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H34 年度22 年 10 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防

10 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

ペンギン
（樹脂複合

板）
1基 樹脂複合板 H6 22 年 スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

H40 年度H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設
スプリング
遊具

ひよこ（樹
脂複合板）

1基 樹脂複合板 H6 22 年 10 年

遊戯施設 平均台
ステップ（木

製）
1基 木 H6 22 年 7 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H34 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H34 年度22 年 7 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防遊戯施設 平均台
ユラユラ
（木製）

1基 木 H6

遊戯施設 平均台
マルチ（木

製）
1基 木 H6 22 年 木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H34 年度7 年 H28

【C】支柱部（平均台）・梁部（乗り越え丸太部）、全体に老朽化のため
撤去が適当。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 平均台
ぞうさん滑
り台側（コン

クリート）
1基 コンクリート H5 23 年 15 年 H34 年度

軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H34 年度遊戯施設 平均台

ザイルクラ
イミング側
（コンクリー

ト）

1基 コンクリート H6 22 年 15 年 H28

遊戯施設 忍者渡り 木製 1基 木 H5
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H34 年度23 年 7 年 H28 【Ｃ】支柱部、補修が適当。 中 予防

15 年 H28 軽微な劣化あり（砂場枠なし）。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 砂場 砂 1基 砂 H6 22 年 H52 年度

H34 年度H28 【Ｃ】滑走部、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。遊戯施設 滑り台 ゾウ（FRP） 1基 FRP H5 23 年 15 年

遊戯施設 丸太登り 木 1基 木 H5 23 年 7 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H34 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H34 年度23 年 7 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防遊戯施設 ネット渡り 木製 1基 木 H5

遊戯施設 ロープ渡り 木製 1基 木 H5 23 年 木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H34 年度7 年 H28 【Ｃ】梁部・ロープ、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H28 【Ｃ】着座部、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設 ブランコ
4連（おう

ま）
1基 スチール H6 22 年 15 年 H34 年度

【Ｃ】滑車部、メーカー補修が適当。【ハザード３否】滑車に指が触れる
構造。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H34 年度遊戯施設
ロープウェ
イ

木製 1基 木 H5 23 年 7 年 H28

遊戯施設
ザイルクラ
イミング

スチール 1基 スチール H5
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H51 年度23 年 15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防

15 年 H28
軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。ロープネット部・ステップ
パイプ部に有害な隙間あり。落下高さが3,000mm以上あり危険。動線
交差あり。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 プレイネット スチール製 1基 スチール H9 19 年 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H34 年度

H34 年度H28
【Ｃ】本体継手金具・壁登り部（ロープ付）・木製アーチ渡り部、補修が
適当。【ハザード３否】踊場柵・デッキ部・階段手摺・ろくぼく部・滑面部
（ワイド・ローラー）出発部・ネット遊び部に有害な隙間あり。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設 複合遊具 大型　木製 1基 木 H6 22 年 7 年

便益施設 トイレ 木造(大) 1棟 木造 H5 23 年 24 年 H28 全体的には良好であるが汚れ、タイルの剥がれがみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H58 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H67 年度21 年 50 年 H28 屋根、樋に破損がみられる。また２階天井部に雨漏りの跡がある。 中 予防管理施設
ファミリー
パークプラ
ザ

RC造 1棟 RC造 H7

管理施設 物置
プラザ裏倉
庫（木造）

1棟 木造 H7 21 年
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H60 年度24 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。
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公園名： ファミリーパーク 供用年： H8 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

A

健全度

A

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             40,469      -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

H28 屋根面トップライトによる著しい雨漏りがみられる。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

便益施設
バーベ
キュー場洗
場

S造 1棟 S造 H6 22 年 38 年 H74 年度

全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H71 年度管理施設 倉庫
カート広場
周辺（S造）

1棟 S造 H5 23 年 31 年 H28

教養施設 薬師堂 木造 1棟 木造 H5
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H58 年度23 年 24 年 H28 全体的には良好であるが、壁面に苔が付着している。 低 予防

13 年 H28
経年劣化が進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のために
も早期の更新が望ましい。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

管理施設
キュービク
ル

（フ）キュー
ビクル

1基 スチール製 H5 23 年 劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

公園施設種類 公園施設名
具体的

施設名称
規模等 主要部材

設置
年度

概算費用合計（千円）： 40,469                       

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別） 1/2
公園名： 西方総合公園 供用年： S58 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度 更新

C 13,125      

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度
公園施設種類 公園施設名

具体的
施設名称

規模等 主要部材
設置
年度

管理施設 照明灯 スチール製 17基 スチール S58 33 年 18 年 H28 軽微な劣化あり。 低 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度33 年 18 年 H28 軽微な劣化あり。部分的破損あり。 低 事後管理施設
ガーデンラ
イト

スチール製 13基 スチール S58

修景施設 噴水
吹上型(中

型)
1箇所 ― S58 33 年 劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度15 年 H28 低 事後

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

H28
外壁の著しい腐食と汚れ、トップライトの落ち葉の堆積、内部床の汚
れなどがみられる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

便益施設 トイレ A（RC造） 1棟 RC造 S58 33 年 50 年 H55 年度

全体的に良好であるが、防水シールの劣化、屋根の強化プラスチック
に落ち葉の堆積、劣化がみられる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H35 年度便益施設 トイレ B（S造） 2棟 S造 S58 33 年 38 年 H28

管理施設 倉庫 CB造 1基 CB造 S58
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H56 年度33 年 34 年 H28 鉄筋露出、ひび割れ、汚れ、エフロがみられる。 中 予防

34 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設 シェルター
スチール・

樹脂
4基 スチール・樹脂 S58 33 年

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H66 年度

H40 年度H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 うんてい 合成木材 1基 合成木材 S58 33 年 15 年

遊戯施設
アスレチック
遊具

アルプス超
え

1基 合成木材 S58 33 年 10 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H40 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H40 年度33 年 10 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】井桁間に有害な隙間あり。 中 予防遊戯施設
アスレチック
遊具

イケダ渡り 1基 合成木材 S58

遊戯施設 滑り台 ローラー 1基 スチール S58 33 年 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度15 年 H28
【Ｃ】登行部・出発部・支柱部・滑降部、補修が適当。【ハザード３否】階
段・踊場柵・滑面出発部に有害な隙間あり。【再塗装が必要】

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H28 【Ｃ】ロープ、補修が適当。【ハザード３否】ネット間に有害な隙間あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 山脈ネット 合成木材 1基 合成木材 S58 33 年 15 年 H40 年度

【Ｃ】支柱部・ケーブル・握り部、補修が適当。【ハザード３否】ステップ
間・ステーパイプ間に有害な隙間あり。滑車に容易に指が触れる構
造。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度遊戯施設
タイヤロー
プウェイ

合成木材 1基 合成木材 S58 33 年 15 年 H28

遊戯施設
障害者用小
型複合遊具

― 1基 スチール S58
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度33 年 15 年 H28
【Ｃ】タイヤブランコ部・吊り橋部、補修が適当。【ハザード３否】吊り橋
部・デッキ板間に有害な隙間あり。動線交差あり。

中 予防

15 年 H28
【Ｃ】床部・ローラー滑面部・吊り橋部（長・短）劣化、全体に老朽化の
ため撤去が適当。【ハザード３否】各部に有害な隙間あり。【再塗装が
必要】

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 複合遊具
中型　ス
チール製

1基 スチール S58 33 年 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

H68 年度H28
外壁の凹み、発錆、床材のジョイント溶接割れ、壁クロス剥がれ、天
井の沈み、洗面シーリングの劣化がみられる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

管理施設
スポーツ公
園管理棟

S造 1棟 S造 S63 28 年 38 年

管理施設 公園管理棟 S造 1棟 S造 H13 15 年 38 年 H28
全体的に良好であるが、内装クロス割れ、床タイルの浮きがみられ
る。

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H91 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H60 年度28 年 50 年 H28
落ち葉の堆積、軒樋の外れ、コンクリートのクラック、パーティションの
剥がれ、洗面器ぐらつきがみられる。

中 予防便益施設 トイレ C（RC造） 1棟 RC造 S63

便益施設 トイレ D（RC造） 1棟 RC造 S63 28 年
配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H60 年度50 年 H28
外部タイルの汚れ、ガラスブロックの割れ、パーティションの剥がれ、
洗面器のぐらつきがみられる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

休憩施設 四阿 A（RC造） 1棟 RC造 H7 21 年 47 年 H73 年度

全体的に良好であるが、腐食がみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H56 年度休憩施設 四阿 B（木造） 1棟 木造 H7 21 年 22 年 H28

休憩施設 四阿 C（RC造） 1棟 RC造 H7
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H73 年度21 年 47 年 H28 全体的に良好である。 低 予防

47 年 H28 全体的に良好であるが、柱に汚れがみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設 四阿 D（RC造） 1棟 RC造 H7 21 年
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H73 年度

H56 年度H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

休憩施設 四阿 E（木造） 1棟 木造 H7 21 年 22 年

その他施設 展望台 木造 1棟 木造 H7 21 年 24 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H60 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H66 年度28 年 47 年 H28 全体的に良好であるが、汚れがみられる。 低 予防修景施設 パーゴラ RC造 1棟 RC造 S63

運動施設 弓道場 木造 1棟 木造 S63 28 年
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H53 年度24 年 H28 サッシの破損等がみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。
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公園名： 西方総合公園 供用年： S58 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度 更新 修繕

D       50,320 503          

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             50,320      -             -             -             13,125      503          -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

H28 基礎、左官壁にひび割れ、屋根の棟外れ、軒樋破損がみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

運動施設 弓道場倉庫 木造 1棟 木造 S63 28 年 15 年 H46 年度

全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H53 年度教養施設 水神社 木造 1棟 木造 S63 28 年 24 年 H28

管理施設
キュービク
ル

（西）キュー
ビクル

1基 スチール製 S58
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H31 年度33 年 13 年 H28
経年劣化が著しく進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のた
めにも早急な更新が望ましい。

高 予防

公園施設種類 公園施設名
具体的

施設名称
規模等 主要部材

設置
年度

概算費用合計（千円）： 63,948                       

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度
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公園名： 栃木市総合運動公園 供用年： S54 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

D

健全度

A

健全度 更新

C 561          

健全度

B

健全度 更新

C 939          

健全度 更新

C 1,907       

健全度 更新

C 15,818      

健全度 大規模補修 大規模補修 大規模補修 修繕 修繕

D       60,000       44,000       80,000     109,366 11,656      

健全度

D

健全度

A

健全度

D

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

D

健全度

C

健全度

B

健全度 修繕･大規模補修 修繕

C        1,735 1,316       

健全度

B

健全度 更新 修繕

C       22,267 129          

健全度 更新 修繕

C       13,125 3             

健全度 修繕･大規模補修

C        5,027

健全度 修繕･大規模補修 修繕

C        5,007 94           

健全度 更新 修繕

C       13,125 3             

健全度

A

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度
公園施設種類 公園施設名

具体的
施設名称

規模等 主要部材
設置
年度

運動施設
バスケット
ゴール

スチール 2基 スチール S54 37 年 15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度37 年 15 年 H28 高 予防修景施設 噴水
吹上型(大

型)
1基 ― S54

管理施設 守衛室 S造 1基 S造 S54 37 年 H69 年度38 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 【Ｃ】砂場枠、補修が適当。砂、入れ替えが適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート S54 37 年 15 年 H38 年度

軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度遊戯施設 鉄棒 3間 1基 スチール S54 37 年 15 年 H28

遊戯施設 ブランコ 4連 1基 スチール S54
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H38 年度37 年 15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。 中 予防

15 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ターザン
ロープ

アルミ 1基 アルミ S54 37 年 H38 年度

H38 年度H28
<現在タイヤ吊席取り外し中>　【Ｃ】手すり・柵部・床部・プラスチック系
部材・雲梯部・滑面部・吊り橋部、各部補修が適当。【ハザード３否】各
部に有害な隙間あり。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設 複合遊具
中型　ス
チール製

1基 スチール S54 37 年 15 年

運動施設 体育館
総合体育

館
1棟 RC造 S54 37 年 47 年 H28

著しい雨漏りが建物全体にみられ、それによる不具合が随所にみら
れる。衛生設備の排水の詰まりが随所にみられる。外装タイルは浮き
がみられる。

高 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H30 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H40 年度33 年 45 年 H28
著しい地盤沈下による不陸。スラブと壁面の鉄筋がすべて切断されて
いるので今後も沈下の恐れがあり危険な状態。

高 予防運動施設
観戦スタン
ド

内野スタン
ド

1式 RC造 S58

運動施設
観戦スタン
ド

外野スタン
ド

1式 RC造 S58 33 年 H49 年度45 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28

コンクリート柱脚の主要構造部の鉄筋露出。柱主筋の露出と著しい発
錆が随所にみられ危険な状態。またエキスパンジョイントカバーの上
にシート防止を後施工したためエキスパンが機能していない状態。大
きな地震の揺れをエキスパンが吸収するたびにシート防水不良の恐
れがある。また内部の雨漏りはエキスパンジョイント周辺に多くみられ

高 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

運動施設
観戦スタン
ド

メインスタン
ド

1式 RC造 S58 33 年 47 年 H40 年度

全体的に良好であるが発錆がみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H59 年度運動施設
バックスク
リーン

SRC造 1式 SRC造 S58 33 年 45 年 H28

運動施設 ダックアウト ― 1式 RC造 S58
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H61 年度33 年 47 年 H28 全体的に良好である。 低 予防

50 年 H28 床の剥がれ 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

運動施設
クラブハウ
ス

庭球場クラ
ブハウス

1棟 RC造 S60 31 年 H67 年度

H67 年度H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

運動施設 休憩所
庭球場休

憩所
1棟 RC造 S60 31 年 50 年

運動施設 陸上競技場 ― 1棟 RC造 S63 28 年 50 年 H28
ルーフデッキ部分アスファルト補修後の亀裂破損部分があり、亀裂は
現在進行中と思われる。また全体的に雨漏り水みちによる膨れが随
所にみられる。

高 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H40 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H59 年度25 年 47 年 H28 ポンプ設備に漏水があり、それによる著しい発錆がみられる。 中 予防運動施設
プール管理
棟

― 1棟 RC造 H3

運動施設 弓道場 S造 1棟 S造 H4 24 年 H40 年度38 年 H28
全体的に良好であるが、一部にクロス剥がれ、パーテーション割れが
みられる。

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28
全体的に良好であるが、部分的な地盤沈下、吹付の汚れがみられ
る。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

管理施設 緑の家 ― 1棟 RC造 H6 22 年 50 年 H33 年度

全体的には良好であるが、タイルの外れ、建具の不具合がみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H64 年度便益施設 トイレ
A　硬式野
球場（RC

造）
1棟 RC造 H4 24 年 50 年 H28

便益施設 トイレ
B　庭球場
野外（金属
パネル造）

1棟 金属パネル造 S60
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H33 年度31 年 22 年 H28 全体的に良好であるが、便器の割れがみられる。 中 予防

38 年 H28
大便器のレバー周りがガムテープで巻かれており、水漏れ対策を施し
ていると予想される。洗面器にはぐらつきがみられる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ
C　北駐車
場（S造）

1棟 S造 S63 28 年
配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H33 年度

H33 年度H28
全体的に良好であるが、外壁の凹み、軒天の穴、建具の不具合など
がみられる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

便益施設 トイレ
D　多目的
グラウンド

（木造）
1棟 木造 S63 28 年 24 年

便益施設 トイレ
E　せせらぎ
ゾーン（RC

造）
1棟 RC造 H4 24 年 50 年 H28

全体的に経年劣化の跡が見られる。部分的にはタイルの浮き、ガラス
の破損、パーテ-ションの剥がれがみられる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H33 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H33 年度24 年 38 年 H28 全体的に良好であるが、タイルの浮き、洗面のぐらつきがみられる。 中 予防便益施設 トイレ
F　西駐車
場（S造）

1棟 S造 H4

管理施設 管理事務所 ― 1棟 RC造 H5 23 年 H75 年度50 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。
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公園名： 栃木市総合運動公園 供用年： S54 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

A

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度 更新

D 120,180    

健全度 更新 修繕

D       60,810 608          

健全度 更新 修繕

D       53,200 532          

健全度 更新 修繕

D       67,910 679          

健全度 更新 修繕

D       55,050 550          

健全度 更新

D 49,120      

健全度 更新

D 46,350      

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

60,000      158,010    202,960    169,652    -             -             96,610      121,409    32,426      -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。休憩施設 四阿 A（木造） 1棟 木造 S63 28 年 22 年 H49 年度

全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H49 年度休憩施設 四阿 B（木造） 1棟 木造 S63 28 年 22 年 H28

便益施設
更衣室
（シャワー
ルーム）

木造 1棟 木造 S63
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H43 年度28 年 24 年 H28
シャワールームとしては利用されていないので倉庫廃屋状態。ガラス
の破損が随所にみられる。著しい汚れ。

中 予防

34 年 H28 屋根の変形と落ち葉の堆積がみられる。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

運動施設
広場ダック
アウト

S造 4棟 S造 S63 28 年 H61 年度

H71 年度H28 発錆がみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

運動施設
軟式野球場
バックネット
裏

S造 4棟 S造 S63 28 年 34 年

管理施設
キュービク
ル

（栃）キュー
ビクルA

1基 スチール製 S54 37 年 13 年 H28
経年劣化が著しく進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のた
めにも早急な更新が望ましい。

高 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H37 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H31 年度37 年 13 年 H28
経年劣化が著しく進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のた
めにも早急な更新が望ましい。

高 予防管理施設
キュービク
ル

（栃）キュー
ビクルB

1基 スチール製 S54

管理施設
キュービク
ル

（栃）キュー
ビクルC

1基 スチール製 S54 37 年 劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H31 年度13 年 H28
経年劣化が著しく進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のた
めにも早急な更新が望ましい。

高 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

H28
経年劣化が著しく進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のた
めにも早急な更新が望ましい。

高 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。管理施設
キュービク
ル

（栃）キュー
ビクルD

1基 スチール製 S54 37 年 13 年 H32 年度

経年劣化が著しく進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のた
めにも早急な更新が望ましい。

高 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H32 年度管理施設
キュービク
ル

（栃）キュー
ビクルE

1基 スチール製 S54 37 年 13 年 H28

管理施設
キュービク
ル

（栃）キュー
ビクルF

1基 スチール製 S54
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H36 年度37 年 13 年 H28
経年劣化が著しく進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のた
めにも早急な更新が望ましい。

高 予防

13 年 H28
経年劣化が著しく進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のた
めにも早急な更新が望ましい。

高 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

管理施設
キュービク
ル

（栃）キュー
ビクルG

1基 スチール製 S54 37 年 劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H36 年度

公園施設種類 公園施設名
具体的

施設名称
規模等 主要部材

設置
年度

概算費用合計（千円）： 841,067                     

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度
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公園名： 大平運動公園 供用年： H4 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

C

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

B

健全度

A

健全度

A

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

B

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度
公園施設種類 公園施設名

具体的
施設名称

規模等 主要部材
設置
年度

便益施設 時計塔 スチール製 1基 スチール H4 24 年 15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 事後
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H44 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H50 年度24 年 15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防運動施設
バスケット
ゴール

スチール 1基 スチール H4

修景施設 噴水
吹上型(中

型)
1基 ― H4 24 年 劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H44 年度15 年 H28 低 事後

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

H28 全体的には良好であるが、汚れ・仕上げの剥離がみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

休憩施設 四阿
蓮池（RC

造）
1基 RC造 H4 24 年 47 年 H70 年度

全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H70 年度休憩施設 四阿
道路沿い
（RC造）

1基 RC造 H4 24 年 47 年 H28

休憩施設 四阿
テニスコー
ト前（SRC

造）
1棟 SRC造 H10

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H66 年度18 年 47 年 H28 柱にひび割れがあり、対処が必要。 中 予防

34 年 H28 全体的には良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設 四阿
グラウンド
ゴルフ場前

1棟 S造 H11 17 年
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H82 年度

H88 年度H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

休憩施設 シェルター RC造 1基 RC造 H22 6 年 47 年

休憩施設 シェルター RC造 1基 RC造 H22 6 年 47 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H88 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H75 年度24 年 34 年 H28 全体的に良好である。 低 予防修景施設 パーゴラ S造 1基 S造 H4

運動施設
多目的運動
場器具庫

RC造 1基 RC造 H4 24 年
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H82 年度38 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

運動施設
テニスコート
女子更衣室

S造 1基 S造 H4 24 年 34 年 H75 年度

全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H82 年度管理施設 ポンプ室 ― 1基 RC造 H4 24 年 38 年 H28

遊戯施設 健康器具
ロッキング
ボード（木）

1基 木 H4
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度24 年 7 年 H28
【Ｃ】基礎部、補修が適当。【ハザード３否】上部手すり部に有害な隙間
あり。基礎露出。

中 予防

7 年 H28 【Ｃ】支柱部・手すりパイプ劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具
ツイスト
サークル

（木）
1基 木 H4 24 年 木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

H40 年度H28 【Ｃ】支柱部・床板 劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設 健康器具
アスレチッ
クベンチ

（木）
1基 木 H4 24 年 7 年

遊戯施設 健康器具
パックポウ

（木）
1基 木 H4 24 年 7 年 H28 【Ｃ】座面劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。 中 予防

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度24 年 7 年 H28 【Ｃ】支柱部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。 中 予防遊戯施設 健康器具
ボウタッチ

（木）
1基 木 H4

遊戯施設
アスレチック
遊具

ロープ渡り
（木）

1基 木 H4 24 年 木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度7 年 H28
【Ｃ】基礎部、補修が適当。【ハザード３否】渡り部上部に有害な隙間あ
り。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H28
<点検時使用禁止処置中>　【Ｃ】ステンレス継手金具劣化、全体に老
朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】落下高さが3,000mm以上あ
り。基礎露出。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設
アスレチック
遊具

梯子登り
（木）

1基 木 H4 24 年 7 年 H40 年度

<点検時使用禁止処置中>　【Ｃ】ステンレス継手金具・木床部劣化、全
体に老朽化のため撤去が適当。【ハザード３否】基礎露出。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度遊戯施設
アスレチック
遊具

チェーン渡
り（木）

1基 木 H4 24 年 7 年 H28

遊戯施設
ロッキング
遊具

イルカ・シロ
クマ（樹脂
複合板）

1基 樹脂複合板 H23
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H57 年度5 年 10 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防

10 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
ロッキング
遊具

キリン（樹
脂複合板）

1基 樹脂複合板 H23 5 年 躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H57 年度

H57 年度H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

躯体は10年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設
ロッキング
遊具

クジャク（樹
脂複合板）

1基 樹脂複合板 H23 5 年 10 年

遊戯施設 複合遊具
中型・あそ
びの広場

1基 スチール H4 24 年 15 年 H28 【Ｃ】ネットクライム部、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H59 年度5 年 15 年 H28 【Ｃ】小型滑面部、補修が適当。 中 予防遊戯施設 複合遊具
中型・遊戯

広場
1基 アルミ H23

運動施設
さくら球場メ
インスタンド

RC造 1棟 RC造 H7 21 年 H73 年度47 年 H28 全体的には良好であるが、洗面器ぐらつきがみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。
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公園名： 大平運動公園 供用年： H4 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

A

健全度

B

健全度 修繕･大規模補修

C 5,032       

健全度 修繕･大規模補修

C 5,032       

健全度 修繕･大規模補修

C 5,032       

健全度

C

健全度

B

健全度

A

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             15,096      -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

H28 全体的には良好であるが、衝突緩衝材の劣化、破れがみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

運動施設
さくら球場
ダックアウト

RC造 2棟 RC造 H7 21 年 45 年 H71 年度

全体的には良好であるが、衝突緩衝材の劣化、破れがみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H75 年度運動施設
多目的広場
ダックアウト

RC造・S造 4棟 RC造・S造 H9 19 年 47 年 H28

管理施設 管理棟 S造 1棟 S造 H23
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H101 年度5 年 38 年 H28 全体的には良好である。 低 予防

50 年 H28
パーテーションの剥がれや窓ガラスのひび割れ、タイルの剥がれ等部
分的な欠損がみられる。また、全体的に経年劣化が見られる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ
北側（SRC

造）
1棟 SRC造 H9 19 年

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H35 年度

H35 年度H28
全体的に良好であるが、屋根に落ち葉の堆積、内部天井の劣化がみ
られる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

便益施設 トイレ
中央（SRC

造）
1棟 SRC造 H9 19 年 50 年

便益施設 トイレ
南側（SRC

造）
1棟 SRC造 H9 19 年 50 年 H28 外壁や柱に劣化や欠損が多くみられる。 中 予防

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H35 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H81 年度7 年 50 年 H28 外壁のクラックや便器の割れがみられる。 中 予防便益施設 トイレ
グラウンド
場（RC造）

1棟 RC造 H21

管理施設 倉庫 S造 1棟 S造 H9 19 年
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H75 年度31 年 H28 全体的に良好であるが、鉄筋露出がみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

管理施設 倉庫 S造 1棟 S造 H9 19 年 31 年 H75 年度

経年劣化が進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のために
も早期の更新が望ましい。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度管理施設
キュービク
ル

（大）キュー
ビクルA

1基 スチール製 H4 24 年 13 年 H28

管理施設
キュービク
ル

（大）キュー
ビクルB

1基 スチール製 H4
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度24 年 13 年 H28
経年劣化が進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のために
も早期の更新が望ましい。

中 予防

公園施設種類 公園施設名
具体的

施設名称
規模等 主要部材

設置
年度

概算費用合計（千円）： 15,096                       

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度
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公園名： 藤岡渡良瀬運動公園 供用年： H8 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

A

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度
公園施設種類 公園施設名

具体的
施設名称

規模等 主要部材
設置
年度

運動施設
バックネット
(移動式)

ソフトボー
ル場（ス
チール）

1箇所 スチール H8 20 年 15 年 H28 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H44 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H44 年度20 年 15 年 H28 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】 中 予防運動施設
バックネット
(移動式)

ソフトボー
ル場（ス
チール）

1箇所 スチール H8

運動施設
バックネット
(移動式)

野球場（ス
チール）

1箇所 スチール H8 20 年 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H44 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。【再塗装が必要】 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。運動施設
バックネット
(移動式)

野球場（ス
チール）

1箇所 スチール H8 20 年 15 年 H54 年度

【Ｃ】ネット・ワイヤー、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H44 年度運動施設 バックネット
硬式野球
場（スチー

ル）
1箇所 スチール H8 20 年 15 年 H28

管理施設 照明灯 スチール製 7基 スチール H8
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。 H54 年度20 年 18 年 H28 軽微な劣化あり。 低 事後

15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

運動施設
バスケット
ゴール

スチール 1基 スチール H8 20 年 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H54 年度

H79 年度H28 全体的には良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

修景施設 藤棚
テニスコー
ト西周辺

（スチール）
1基 スチール H8 20 年 34 年

修景施設 藤棚
親水広場
周辺（RC

造）
2基 RC造 H8 20 年 47 年 H28 全体的には良好である。 低 予防

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H74 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H79 年度20 年 34 年 H28 全体的には良好である。 低 予防修景施設 藤棚
広場（ス
チール）

4基 スチール H8

休憩施設 シェルター
テニスコー
ト西（スチー

ル）
2基 スチール H1 27 年

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H72 年度34 年 H28 塗装の剥がれ、弾性舗装の割れがみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 塗装の剥がれ、弾性舗装の割れがみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

休憩施設 シェルター
テニスコー
ト東（スチー

ル）
1基 スチール H1 27 年 34 年 H72 年度

全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H72 年度休憩施設 シェルター
野球場B

（スチール）
4基 スチール H1 27 年 34 年 H28

休憩施設 シェルター
サッカー場
（スチール）

2基 スチール H1
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H72 年度27 年 34 年 H28 全体的に良好である。 低 予防

34 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設 シェルター
野球場A

（スチール）
2基 スチール H1 27 年

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H72 年度

H72 年度H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

休憩施設 シェルター
ソフトボー
ル場（ス
チール）

4基 スチール H1 27 年 34 年

休憩施設 四阿 木造 1基 木造 H8 20 年 22 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H57 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H57 年度20 年 22 年 H28 全体的には良好であるが、洗面器ぐらつきがみられる。 低 予防便益施設 トイレ 樹脂 2基 樹脂 H8

管理施設 管理棟
ログウッド
調ミニハウ
ス（木造）

1基 木造 H8 20 年 木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H61 年度24 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 建具の開閉に不具合がある。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

管理施設 プロパン庫 CB造 1基 CB造 H8 20 年 34 年 H69 年度

【Ｃ】砂、入れ替えが適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

砂は一定期間ごとに砂消毒や砂交換、補充を行う。 H45 年度遊戯施設 砂場 コンクリート 1基 コンクリート H9 19 年 15 年 H28

遊戯施設
スプリング
遊具

トラ（FRP） 1基 FRP H9
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H43 年度19 年 10 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防

10 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

パンダ
（FRP）

1基 FRP H9 19 年 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H43 年度

H40 年度H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設
アスレチック
遊具

丸太渡り
（木）

1基 木 H9 19 年 7 年

遊戯施設
アスレチック
遊具

棒飛びこし
（木）

1基 木 H9 19 年 7 年 H28 【Ｃ】支柱部・梁部劣化、全体に老朽化のため撤去が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度19 年 7 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防遊戯施設
アスレチック
遊具

ネット遊具
（木）

1基 木 H9

遊戯施設
アスレチック
遊具

木製平均
台（木）

1基 木 H9 19 年 木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度7 年 H28 【Ｃ】歩行部、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別） 2/2
公園名： 藤岡渡良瀬運動公園 供用年： H8 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

B

健全度 修繕･大規模補修

C 5,007       

健全度 修繕･大規模補修

C 5,007       

健全度

B

健全度 更新

D 50,940      

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             10,014      -             -             50,940      -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設
アスレチック
遊具

ネット渡り
（木）

1基 木 H9 19 年 7 年 H40 年度

【Ｃ】支柱部・梁部劣化、改修が適当。【ハザード３否】基礎露出。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度遊戯施設
アスレチック
遊具

渡り棒（木） 1基 木 H9 19 年 7 年 H28

遊戯施設
アスレチック
遊具

壁登り（木） 1基 木 H9
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度19 年 7 年 H28 軽微な劣化あり。【ハザード３否】基礎露出。 中 予防

7 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設
スプリング
遊具

立ち乗り型
（木）

1基 木 H9 19 年 木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度

H45 年度H28
軽微な劣化あり。【ハザード３否】階段・滑面出発部に有害な隙間あ
り。基礎露出。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設 滑り台 ― 1基 スチール H9 19 年 15 年

遊戯施設 ブランコ 2連 1基 スチール H9 19 年 15 年 H28 【Ｃ】吊り部材、補修が適当。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H45 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度19 年 7 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防遊戯施設 ブランコ 木製　2連 1基 木 H9

管理施設
スポーツふ
れあいセン
ター

S造 1棟 S造 H8 20 年 H86 年度38 年 H28
内部仕上げのクロス浮きが全体みられる。また窓回りの結露あと、洗
面のぐらつきがみられる。

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 発錆がみられる。また内部の壁の剥がれがみられる。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

管理施設 管理事務所 倉庫（S造） 1棟 S造 H8 20 年 38 年 H86 年度

パーテーション等に剥がれや汚れが見られる。また、洗面器にぐらつ
きがみられる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H35 年度便益施設 トイレ
北側（RC

造）
1棟 RC造 H8 20 年 50 年 H28

便益施設 トイレ
南側（RC

造）
1棟 RC造 H8

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H35 年度20 年 50 年 H28
雨どいが破損して外れている。内部はひび割れや汚れがみられる。ま
たパーテイションの一部に割れがみられる。

中 予防

31 年 H28 全体的には良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

管理施設 倉庫

テニスコー
ト北側（金
属パネル

造）

2棟 金属造 H8 20 年
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H74 年度

H38 年度H28
経年劣化が著しく進んでおり、施設の安全性・機器の信頼性向上のた
めにも早急な更新が望ましい。

高 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。管理施設
キュービク
ル

（藤）キュー
ビクル

1基 スチール製 H8 20 年 13 年

公園施設種類 公園施設名
具体的

施設名称
規模等 主要部材

設置
年度

概算費用合計（千円）： 60,954                       

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 岩舟総合運動公園 供用年： H19 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

A

健全度

A

健全度

B

健全度

A

健全度

A

健全度

B

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H90 年度

H90 年度

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H68 年度

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H68 年度

概算費用合計（千円）： -                              

H90 年度

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低 予防全体的に良好である。

9 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

34 年 H28 全体的に良好である。 低 予防

S造 H19

休憩施設 四阿 B（S造） 1棟 S造 H19

運動施設 ダックアウト スチール製 4棟

休憩施設 四阿 A（S造） 1棟

スチール H19 9 年

9 年 34 年

22 年

34 年 H28 全体的に良好である。

全体的には良好であるが、外壁に汚れがみられる。便益施設 金属パネル造

管理施設 倉庫 A（S造） H85 年度予防H28S造 H19 9 年 全体的に良好である。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低

1棟

トイレ
D（金属パ
ネル造）

1棟 H19 9 年 H28

低31 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ
C（金属パ
ネル造）

1棟 金属パネル造 H19 全体的には良好である。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ
B（金属パ
ネル造）

1棟 金属パネル造

便益施設 トイレ 金属パネル造 H19

H19 9 年

H28
全体的には良好であるが、基礎の一部にひび割れがあり、パネルの
割れ、コーキングの劣化がみられる。

A（金属パ
ネル造）

1棟

H68 年度22 年 H28 全体的には良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

9 年 22 年 H28 低 予防

全体的に良好である。

運動施設 審判席 ― 2箇所

9 年 22 年

コンクリート、ス
チール

H19 9 年 47 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

予防H19 9 年 34 年 全体的に良好である

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

修景施設 H85 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

パーゴラ ― 2棟

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H90 年度

H68 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 太平山風致公園 供用年： S48 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H45 年度

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H45 年度

概算費用合計（千円）： -                              

50 年
トイレの扉下の欠損および雨どい排水溝の詰まり等、部分的に損傷
や機能低下箇所がある。

便益施設 RC造 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

中トイレ E（RC造） 1棟 S48 43 年 H28

便益施設 トイレ D（RC造） 1棟 RC造 S48
全体的に劣化が進行している。特に男子、女子トイレの大便器・扉枠
の劣化が見られる。また、扉の開閉に不具合が見られる。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ C（RC造） 1棟 RC造

便益施設 トイレ RC造 S48

S48 43 年

H28 全体的に健全な状況B（RC造） 1棟

H45 年度50 年 H28
全体的に健全な状況だが外壁の汚れ等がある。また、雨どいは詰
まっており、排水設備として機能していない可能性がある。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

43 年 50 年 H28 中 予防

全体的に健全な状態であるが、部分的に破損や劣化が見られる。

休憩施設 四阿 木造 1棟

43 年 50 年

RC造 S48 43 年 50 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

木造

中

予防S48 43 年 22 年
全体的には綺麗な状態であるが、柱が1本割れており、補修を要す
る。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

便益施設 H45 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

トイレ A（RC造） 1棟

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H40 年度

H45 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 栃木市都賀聖地公園 供用年： H5 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

D

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

A

健全度

B

健全度

A

健全度

A

健全度 修繕･大規模補修

C 5,007       

健全度 修繕･大規模補修

C 5,027       

健全度

C

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             10,034      -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

木部は3年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H104 年度

H71 年度

H54 年度
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

H73 年度

H79 年度

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H72 年度

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H71 年度

概算費用合計（千円）： 10,034                       

休憩施設 四阿
丘上（擬

石・スチー
ル）

1棟 擬石・スチール H26 2 年 38 年 予防

23 年

H28 全体的に良好である。22 年 低

全体的に良好である。 低H28

47 年 H28 全体的に良好である。 低休憩施設 四阿 RC造 1棟 RC造 H5 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

予防

H35 年度

全体的に良好である。 低

H54 年度予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

予防 H54 年度
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

休憩施設 四阿
池南（木

造）
1棟

全体的に良好である。 低

木造 H5 23 年

22 年休憩施設 四阿
池西（木

造）
1棟 H28木造 H5 23 年

23 年 22 年休憩施設 四阿
ステージ東

（木造）
1棟 木造 H5

H61 年度31 年 H28 著しい落ち葉の堆積がみられる。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H28 窓サッシにひび割れがある。また、洗面器のぐらつきがみられる。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

中 予防木造 H5 23 年 24 年

H5 23 年

H35 年度

H28

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低 予防全体的に良好である。

管理施設 倉庫
金属パネル

造
1棟 金属造

便益施設 トイレ B（木造） 1棟

23 年

H28

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

24 年 H28
雨どいが詰まっており、排水施設として機能していない可能性があ
る。

中 予防

RC造 H7

便益施設 トイレ A（RC造） 1棟 RC造 H5

教養施設 体験交流館 木造 1棟

教養施設 野外劇場 RC造 1棟

木造 H26 2 年

21 年 47 年

47 年

24 年 H28 全体的には良好であるが、洗面器ぐらつきがみられる。

全体的に良好である。修景施設 RC造

便益施設 トイレ
多目的（木

造）
H72 年度予防H28木造 H19 9 年

全体的に良好であるが、樋に落ち葉の堆積、洗面器ぐらつきがみられ
る。

予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

低

1基

藤棚 コンクリート 1基 H5 23 年 H28

低24 年
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

遊戯施設 健康器具 ― 1基 スチール H26 軽微な劣化あり。
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具 ― 1基 スチール

遊戯施設 健康器具 スチール H26

H26 2 年

H28 軽微な劣化あり。― 1基

H72 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。

低

事後H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

2 年 15 年 H28 低 予防

電力負荷が大きく、通電してもモータの稼働が見られない。

管理施設
照明灯(多
灯型)

スチール製 6基

2 年 15 年

― H5 23 年 15 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

高

事後H5 23 年 18 年 軽微な劣化あり。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

修景施設 H40 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

噴水
吹上型(小

型)
1箇所

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H51 年度

H72 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別） 1/2
公園名： 永野川緑地公園 供用年： H11 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

A

健全度

B

健全度

A

健全度

A

健全度

C

健全度

C

健全度

A

健全度

A

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

C

健全度

B

健全度

C

健全度

C

健全度 修繕･大規模補修

C 5,027       

健全度 修繕･大規模補修

C 5,027       

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度
公園施設種類 公園施設名

具体的
施設名称

規模等 主要部材
設置
年度

休憩施設 四阿
A（木、ス
チール）

1基 木、スチール H11 17 年 22 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H60 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H82 年度17 年 34 年 H28 全体的に良好である。 低 予防休憩施設 四阿
B（スチー
ル、木）

1基 スチール、木 H11

休憩施設 四阿
C（木、ス
チール）

1基 木、スチール H11 17 年
屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H60 年度22 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

休憩施設 四阿
D（スチー
ル、木）

1基 スチール、木 H11 17 年 34 年 H82 年度

全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H82 年度休憩施設 四阿
E（スチー
ル、木）

1基 スチール、木 H11 17 年 34 年 H28

休憩施設 四阿 F（木造） 1基 木造 H11
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H60 年度17 年 22 年 H28 全体的には良好であるが、屋根材の外れ、雨による腐食がみられる。 低 予防

47 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

修景施設 パーゴラ
A（コンク
リート、ス
チール）

1基
コンクリート、ス

チール
H11 17 年

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H77 年度

H77 年度H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

修景施設 パーゴラ
B（コンク
リート、ス
チール）

1基
コンクリート、ス

チール
H11 17 年 47 年

修景施設 パーゴラ
C（コンク
リート、ス
チール）

1基
コンクリート、ス

チール
H11 17 年 47 年 H28

全体的には良好であるが、木製ベンチが腐食により固定されていな
い状態がみられる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H67 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H67 年度17 年 47 年 H28
全体的には良好であるが、木製ベンチが腐食により固定されていな
い状態がみられる。

中 予防修景施設 パーゴラ
D（コンク
リート、ス
チール）

1基
コンクリート、ス

チール
H11

休憩施設 シェルター
A（スチー

ル）
1基 スチール H11 17 年

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H82 年度34 年 H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

H28 全体的に良好である。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

休憩施設 シェルター
B（スチー

ル）
1基 スチール H11 17 年 34 年 H82 年度

軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H47 年度遊戯施設 鉄棒 3間 1基 スチール H11 17 年 15 年 H28

遊戯施設 シーソー FRP 1基 FRP H11
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H40 年度17 年 10 年 H28
【Ｃ】スプリング部・上物部・台座部劣化、全体に老朽化のため撤去・
更新が適当。

中 予防

15 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具 A（木） 1基 木 H11 17 年 H47 年度

H47 年度H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 健康器具 B（木） 1基 木 H11 17 年 15 年

遊戯施設 健康器具 C（木） 1基 木 H11 17 年 15 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H47 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H47 年度17 年 15 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防遊戯施設 健康器具 D（木） 1基 木 H11

遊戯施設 健康器具 E（木） 1基 木 H11 17 年 H47 年度15 年 H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

H28 軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設
スプリング
遊具

A（FRP） 1基 FRP H11 17 年 10 年 H40 年度

軽微な劣化あり。 中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

スプリングは7年ごとに交換し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H40 年度遊戯施設
スプリング
遊具

B（FRP） 1基 FRP H11 17 年 10 年 H28

遊戯施設 ブランコ 4連 1基 スチール H11
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H47 年度17 年 15 年 H28 <点検時、吊席1席取り外し中>　【Ｃ】着地面部（マット）、補修が適当。 中 予防

15 年 H28 軽微な劣化あり。 低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

遊戯施設 ブランコ柵 4連 1基 スチール H11 17 年 金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H57 年度

H47 年度H28
【Ｃ】本体柵部・プラスチック系部材（パネル遊具部）・ボールスイング
部、補修が適当。【ハザード３否】ワイド滑面部（青・赤）出発部に有害
な隙間あり。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。遊戯施設 複合遊具
大型（ス
チール）

1基 スチール H11 17 年 15 年

遊戯施設 複合遊具
小型（ス
チール）

1基 スチール H11 17 年 15 年 H28
【Ｃ】レールウェイ部・壁登り部、補修が適当（その他1ヶ所、部材欠落
のため遊び要素不明箇所あり。メーカーに確認の上、補修が適当）。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）、専門家による安全点検（１回/年）
を実施。予防保全管理計画に基づき、部材補修等の定期メンテナンスを行
う。

金属部は7年ごとに再塗装し、必要に応じて部分修繕を実施する。 H47 年度

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H35 年度17 年 24 年 H28
トイレの建具にズレが見られる。また、照明灯の装飾部品に破損が見
られる。全体的には経年劣化による汚れが見られる。

中 予防便益施設 トイレ A（木造） 1棟 木造 H11

便益施設 トイレ B（木造） 1棟 木造 H11 17 年
配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

H35 年度24 年 H28
扉の腐朽が見られ、全体的に外壁のクラック、パーテーションの剥が
れ、目隠しの汚れがみられる。

中 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別） 2/2
公園名： 永野川緑地公園 供用年： H11 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             10,054      -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

H28
全体的には良好であが、外壁にクラック、内部床の汚れ、洗面のぐら
つきなどがみられる。

低 予防
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

管理施設
パークセン
ター

RC造 1棟 RC造 H11 17 年 50 年 H81 年度

公園施設種類 公園施設名
具体的

施設名称
規模等 主要部材

設置
年度

概算費用合計（千円）： 10,054                       

対策内容（改築、更新含む）・時期経過
年数

処分制限
期間など

健全度調査
管理類型

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等） 対策を踏まえた

更新見込み年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 惣社第１公園 供用年： H13 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

B

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

便益施設 トイレ RC造 H13 H28
全体的には良好な状況ではあるが、内部壁面のひび割れ、パーテー
ション下部の劣化等が進んでいる。

RC造(大) 1棟
配管設備関係の補修を15年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

低

予防H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

全体的に健全な状況であるが、座板部において劣化の経過観察が必
要。

管理施設 照明灯 スチール製 6基

15 年 50 年

スチール H13 15 年 34 年

低 予防

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール

低

事後H13 15 年 18 年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

休憩施設 H84 年度

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

シェルター スチール 1基

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H59 年度

H83 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 惣社第２公園 供用年： H13 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

低管理施設 照明灯 スチール製 3基

主要部材 管理類型
設置
年度

スチール 事後H13 15 年 18 年

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。消耗部材は点検時に異常
があった場合に交換する。

劣化損傷が発見された場合、必要に応じて部分修繕を実施する。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H59 年度



（様式２） 公園施設長寿命化計画調書　（都市公園別）
公園名： 部屋南部桜づつみ公園 供用年： H18 年度

年度 劣化状況 緊急度 維持保全 補修 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

健全度

B

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

健全度

-             -             -             -             -             -             -             -             -             -             

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の施設」）
※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

概算費用合計（千円）： -                              

低休憩施設 四阿 木造 1基

主要部材 管理類型
設置
年度

木造 予防H18 10 年 22 年 部分的に腐朽（基礎部）が見られるが、全体的には健全な状況。

長寿命化に向けた具体的対策
（点検方法、対策内容、改築・更新の考え方等）公園施設種類 公園施設名 規模等

健全度調査経過
年数

具体的
施設名称

処分制限
期間など

H28
直営の巡回班による日常点検（4回/年）を実施。予防保全管理計画に基づ
き、部材補修等の定期メンテナンスを行う。

屋根および外部補修を10年を目安に行い、必要に応じて部分修繕を実施す
る。

対策内容（改築、更新含む）・時期対策を踏まえた
更新見込み年度

H67 年度



（様式３） 公園施設長寿命化計画調書　（公園施設種類別現況）

休憩施設 四阿 24

シェルター 16

修景施設 パーゴラ 30

野外卓 8

遊戯施設 1連ブランコ 1

2連ブランコ 30

4連ブランコ 26

うんてい 5

ジャングルジム 10

スプリングシーソー 1

スプリング遊具 25

パネル遊具 1

ロープスイング 4

ロッキング遊具 5

回転遊具 1

滑り台 41

シーソー 3

健康器具 11

砂場 43

造形遊具 6

鉄棒（1間） 2

鉄棒（2間） 2

鉄棒（3間） 14

鉄棒（4間） 1

複合遊具 25

運動施設 体育館 1

プール 1

野球場スタンド 2

陸上競技場 1

弓道場 2

倉庫 7

運動施設 バックネット 4

防球ネット 2

教養施設 学習施設 1

モニュメント 2

便益施設 トイレ 58

時計塔 6

管理施設 キュービクル 12

管理事務所 2

その他 展望台 1

※ 「公園施設種類」には、都市公園法第二条第二項で規定する施設名称を記す。（「園路及び広場」、「修景施設」、「休養施設」、「遊戯施設」、「運動施設」、「教養施設」、「便益施設」、「管理施設」、「その他の
施設」）

※ 「公園施設名」には、都市公園法第二条第二項及び同法施行令第五条、同法施行規則第一条の二で規定する施設名称を記す。（「日陰たな」、「休憩所」、「ベンチ」、「ぶらんこ」、「滑り台」、「野球場」、「体
験学習施設」、「便所」、「備蓄倉庫」等）

都市公園

公園施設種類 公園施設名 設置公園数 主な公園施設の現況写真

スプリング遊具

シェルター

時計塔

2連ブランコ

四阿

ジャングルジム

野外卓 トイレ

ロープスイング

パーゴラ

パネル遊具

うんてい4連ブランコ

スプリングシーソー

ロッキング遊具

複合遊具

回転遊具 滑り台 シーソー

健康器具 砂場

モニュメント学習施設 防球ネット・バックネット


